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酒
石
、
酒
石
酸
水
素
カ
リ
ウ
ム
は
天
然
の
漿
果
に
含
有
す
る
の
で

葡
萄
果
か
ら
酒
を
作
る
時
、
醗
酵
が
進
ん
で
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
多
く

な
る
に
従
っ
て
漸
時
不
溶
解
物
と
な
っ
て
沈
殿
す
る
か
ら
、
西
洋
で

は
上
古
か
ら
葡
萄
酒
津
司
四
①
〆
司
目
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
も
の

で
九
世
紀
に
菌
吋
目
目
印
と
名
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
成
分
と
し
て
ア

ル
カ
リ
の
含
有
す
る
こ
と
は
弓
詮
年
に
冨
閏
隠
罵
母
に
よ
っ
て
検

出
さ
れ
た
。

わ
が
邦
で
酒
石
を
最
初
に
記
し
た
の
は
中
山
作
左
衛
門
訳
の
『
阿

蘭
陀
医
師
療
治
之
和
』
（
晟
置
）
で
、

「
和
一
一
通
シ
サ
セ
申
候
薬
、
ケ
レ
モ
ン
タ
ル
ト
レ
イ
〔
○
吋
①
日
Ｃ
Ｈ
Ｉ

薗
騨
閏
ロ
チ
ン
タ
冒
目
〕
酒
ノ
ヲ
リ
」

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
丹
波
頼
理
著
の
『
本
草
薬
名
備
考
』

（
晟
司
巴
に
は

「
キ
リ
シ
タ
ァ
ル
ァ
タ
リ
〔
属
昌
の
苗
冒
薗
鼻
胃
』
〕
白
葡
萄
酒
ノ

事
」

原
著

江

戸
時
代
酒
石
考

と
あ
る
、
こ
の
訳
名
は
誤
り
で
あ
る
。
元
禄
九
年
。
ご
巴
の
写
と

あ
る
『
阿
蘭
陀
直
伝
』
に
は
、

「
キ
リ
シ
タ
ル
タ
リ
ブ
ド
ウ
酒
ノ
底
二
生
ジ
タ
ル
ヲ
リ
。
タ
ル

タ
リ
葡
萄
酒
一
石
モ
ニ
石
モ
入
置
ダ
ル
器
底
ニ
フ
ト
ウ
酒
居
堅

リ
石
ト
ナ
ル
ナ
リ
」

と
あ
り
、
ま
た
同
時
代
と
思
わ
れ
る
写
本
『
和
蘭
外
科
書
口
和
』

に
は
魁「

キ
リ
ン
シ
タ
ル
タ
リ
ブ
ド
ウ
酒
の
入
た
る
樽
の
そ
こ
の
を
り

也
」

等
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
代
に
は
訳
名
は
無
い
が
お
よ
そ
の
こ
と
は

知
っ
た
で
あ
ろ
う
。
宇
田
川
槐
園
訳
の
『
泥
蘭
度
草
木
略
』
に
、

「
酒
石
塩
酒
中
に
生
ズ
ル
石
鹸
ナ
リ
悪
液
ヲ
下
シ
留
飲
ヲ
疏
糠

ス
」

と
あ
り
、
ま
た
同
氏
訳
の
『
内
科
撰
要
』
（
弓
罵
）
に
は
、

「
酒
石
訳
名
ナ
リ
葡
萄
酒
中
一
一
生
ズ
ル
石
鹸
ナ
リ
悪
液
ヲ
下

佐

藤
文
比
古
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シ
留
飲
ヲ
疏
糠
ス
和
蘭
薬
選
二
委
シ
」

と
あ
る
が
今
日
見
得
ら
れ
る
『
和
蘭
薬
選
』
に
は
、
こ
の
部
が
欠
け

て
い
る
。
ま
た
槐
園
訳
の
『
遠
西
名
物
考
』
酒
の
項
に
、

「
西
洋
ノ
酒
ハ
皆
葡
萄
酒
ナ
リ
…
…
葡
萄
ヲ
絞
搾
シ
テ
其
汁
液
ヲ

聚
メ
製
醸
ス
ル
所
ナ
リ
：
。
…
其
桶
中
二
在
テ
自
ラ
発
ス
ル
所
ニ
シ

テ
亦
自
ラ
其
垂
津
を
分
利
シ
テ
清
浄
ノ
質
ヲ
成
ス
ゴ
ト
ヲ
致
ス

乃
チ
是
其
塵
穂
ヲ
排
斥
シ
テ
・
…
：
一
ハ
桶
中
ノ
四
周
一
一
附
着
シ
テ

石
鹸
ノ
状
ヲ
為
シ
ー
ハ
其
底
二
沈
着
シ
テ
聚
リ
積
ム
コ
ト
ヲ
為

ス
此
ヲ
酒
石
及
上
物
応
母
児
〔
君
冒
日
８
己
と
云
：
：
：
桶
中
ノ

四
周
二
附
着
ス
ル
者
コ
レ
ヲ
酒
石
ト
ス
専
ラ
薬
用
一
一
供
ス

其
底
二
沈
着
ス
ル
ヲ
物
応
母
児
ト
ス
之
ヲ
焼
テ
剥
篤
亜
斯

弓
○
薗
印
ｇ
ヲ
製
ス
亦
有
用
ノ
品
タ
リ
ト
云
」

と
あ
り
同
書
酒
石
の
項
に
は

「
此
レ
葡
萄
酒
ヲ
醸
シ
成
ス
器
中
二
生
ズ
ル
歯
鹸
ナ
リ
即
チ
タ

ル
タ
リ
ウ
ス
和
蘭
一
一
ウ
エ
イ
ン
ス
テ
ー
ン
〔
乏
肖
甘
降
①
①
巳

●
□
●

卜
云
ウ
エ
イ
ン
ハ
酒
ナ
リ
ス
テ
ー
ン
ハ
石
ナ
リ
故
二
新
二
酒

●
●
●
●

■
●
Ｇ
●
●
●

石
卜
訳
ス
：
・
此
レ
一
種
ノ
塩
ナ
リ
：
味
酸
ヲ
帯
テ
少
ク
辛
烈
ナ
リ

：
各
其
酒
ノ
色
二
随
テ
ー
ナ
ラ
ズ
赤
酒
石
ア
リ
白
酒
石
ア
リ
常

二
白
酒
石
ヲ
以
テ
貴
ト
ス
…
性
柔
二
潟
利
ス
ル
ノ
功
ア
リ
酸
液

ヲ
胃
及
上
腸
ヨ
リ
送
り
出
ス
…
製
修
種
々
ア
リ
薬
用
亦
一
ナ
ラ

ス
」

な
お
槐
園
訳
の
『
製
煉
術
』
植
物
製
造
篇
に
は
酒
石
の
精
製
法
が
あ

ブ
（
》
Ｏ

「
ケ
レ
モ
ル
タ
ル
タ
リ
製
酒
石
〔
再
製
酒
石
〕
此
ハ
リ
ン
セ

〔
閤
甘
〕
酒
石
ノ
末
二
適
宜
一
一
水
ヲ
加
へ
炉
過
シ
而
石
壷
二
入
し

而
白
色
ノ
膜
皮
生
ス
ル
ヲ
又
取
り
去
り
而
乾
シ
凝
固
ス
。

ケ
レ
イ
ス
タ
ル
タ
ル
タ
リ
凝
固
酒
石
〔
精
製
酒
石
〕
此
ハ
末
ニ
シ

タ
ル
酒
石
取
り
雨
水
二
入
し
炉
過
シ
而
煮
而
紙
ニ
テ
炉
シ
而
冷
処

一
一
置
テ
凝
固
セ
シ
ム
…
」

同
耆
に
は
外
に
酒
石
の
誘
導
体
と
暇
焼
し
て
生
じ
た
炭
酸
カ
リ
ウ

ム
と
そ
の
誘
導
体
及
製
剤
の
製
法
と
応
用
が
記
さ
れ
て
い
る
。
主
な

も
の
の
名
称
を
あ
げ
て
み
る
と
、

「
嘔
吐
酒
石
タ
ル
タ
リ
ュ
ム
ヱ
メ
チ
ク
ム
〔
３
Ｈ
ｇ
目
の
①
日
①
ご
目
印

吐
酒
石
〕
、
酒
石
塩
〔
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
〕
、
‐
リ
グ
オ
ル
タ
ル
タ
リ

Ｐ
冨
匡
９
国
Ｈ
ｇ
国
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
液
〕
、
タ
ル
タ
ル
ム
ヒ
ッ
ト

リ
ヲ
ラ
チ
ュ
ム
〔
３
民
冨
目
の
ぐ
詳
引
旨
冨
目
の
硫
酸
カ
リ
ウ
ム
〕
、

タ
ル
タ
ル
ム
ニ
ッ
ト
ラ
チ
ュ
ム
〔
目
鼻
目
目
印
目
角
胃
昌
〆
〕
硫
酸
カ

リ
ウ
ム
〕
、
タ
ル
タ
ル
ム
カ
レ
ヘ
ア
ト
ム
ロ
画
風
画
国
防
尻
里
』
苛
胃
１

色
目
の
酒
石
酸
カ
リ
ウ
ム
鉄
〕
、
酒
石
色
浸
チ
ン
ク
チ
ュ
ラ
タ
ル

タ
リ
〔
国
ｐ
ｏ
自
圖
菌
吋
薗
己
酒
精
性
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
液
〕
。
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ｐ
“
画
ｅ
に

ｃ
「
文
化
丁
丑
〔
一
四
年
〕
ノ
秋
甲
斐
州
市
川
邑
ノ
医
師
橋
本
善

也
、
同
州
鰍
沢
駅
薬
舗
白
嶺
屋
勇
蔵
和
蘭
ノ
造
法
二
従
ツ
テ

葡
萄
酒
ヲ
造
醗
シ
又
酒
石
ヲ
製
シ
薬
舗
ヲ
江
都
一
一
開
テ
販
売

ス
」

と
あ
る
の
で
葡
萄
酒
と
酒
石
を
製
造
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

洋
薬
と
し
て
の
酒
石
は
か
な
り
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
寛
政

時
代
に
は
他
の
化
学
的
薬
品
よ
り
詳
し
く
な
り
、
文
化
年
代
に
は
本

邦
で
製
造
販
売
さ
れ
る
迄
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

有
機
の
洋
方
薬
品
と
し
て
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
傍
点
著
者
加

〔
〕
著
者
註
）
（
明
治
薬
大
）

（
程
、
画
（
）
）

寛
政
年
代
に
訳
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
宇
田
川
榛
斉
の
『
和
蘭
局
方
』

に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
同
氏
著
の
『
和
蘭
薬
鏡
』

第
一
六
回
医
学
会
総
会
の
等
ハ
ッ
ジ
が
青
洲
を
記
念
し
て
麻
酔
に
使

用
し
た
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
の
図
案
で
あ
っ
た
の
に
ち
な
み
、
和
歌
山
の
青

洲
先
生
顕
彰
会
が
中
心
と
な
り
、
四
月
二
日
よ
り
七
日
ま
で
心
斎
橋

の
大
丸
で
開
催
さ
れ
た
。
青
洲
関
係
資
料
の
ほ
か
現
代
の
麻
酔
器
械

ま
で
展
示
さ
れ
、
ま
た
肖
像
の
複
製
と
記
念
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
た
。

デ
パ
ー
ト
と
い
う
場
所
が
ら
入
場
者
多
く
、
一
般
人
へ
の
啓
蒙
に
大

い
に
役
立
っ
た
。
（
石
原
記
）

○
緒
方
洪
庵
ｉ
一
○
○
年
忌
記
念
Ｉ

洪
庵
没
後
百
年
を
記
念
し
て
、
大
阪
市
と
教
育
委
員
会
が
主
催
し

て
、
大
阪
市
立
博
物
館
第
八
回
特
別
展
を
大
阪
城
内
の
市
立
博
物
館

で
、
三
月
十
六
日
よ
り
四
月
十
日
ま
で
開
催
し
た
。
全
国
各
地
の
収

蔵
家
か
ら
集
め
た
三
百
点
に
お
よ
ぶ
洪
庵
資
料
は
本
会
関
西
支
部
の

役
員
諸
氏
に
よ
り
解
説
が
加
え
ら
れ
、
近
世
の
大
阪
の
偉
人
洪
庵
を

し
の
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
写
真
入
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ

大
い
に
反
響
を
よ
ん
だ
。

○
朝
鮮
ア
サ
ガ
オ
か
ら
近
代
麻
酔
ま
で
ｌ
華
岡
青
洲
を
し
の
ん
で
Ｉ

仏
ｈ
ｆ
Ｇ
◆
、
〃
‘
も
●
、
グ
，
？
。
、
〃
ｆ
や
。
、
グ
も
。
◆
＄
〃
嘔
心
や
、
ｒ
今
ザ
と
画
グ
、
。

１
ク
Ｌ
Ｏ
ム
ｊ
γ
、
●
酌
Ｊ
ｒ
、
伊
令
・
グ
。
、
凸
ひ
”
ク
ｂ
Ｊ
ｇ
二

第
一
六
回
日
本
医
学
会
総
会
記
念
展
示

ク
Ｋ
Ｑ
Ｏ
Ｄ
自
Ｆ
ｂ
ｏ
ｏ
ｅ
タ
匙
、
中
歩
唾
・
〃
誼
、
ｂ
ｐ
Ｄ
グ
、
、
５
●
。
〃
Ｌ
、
Ｐ
？
▲
ク
Ｌ
巳
、
、
◆
夕
‐
、
早
”
弓
グ
、
ｂ
ｅ
。
２
Ｆ
瓦
、
ケ
■
凸
夕
Ｒ
Ｅ
ｆ
ｐ
ｏ
〃
、
が
？
弔
ｆ
、
〃
占
い
ｆ
Ｌ
″
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第
六
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
一
○
○
○
円
を
前
納
す
る
（
と

く
に
学
生
は
申
出
に
よ
り
年
額
六
○
○
円
）
。
会
員
は
研
究

●

発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
医
史
学
に
貢
献
し
た
会
員
を
あ
て
、

賛
助
（
維
持
）
会
員
は
本
会
の
事
業
を
賛
助
す
る
も
の
と
し
、

Ｊ
、
④
昏
、
●
〃
、
寺
■
３
〃
、
申
払
牙
〃
唾
、
６
■
ｊ
〃
Ｌ
、
。
や
ｊ
ク
、
、
心
。
〃
ぜ
、
１
●
申
〃
Ｅ
、
〃
◆
●
〃
Ｋ
、
。
心
中
〃
己
、
Ｊ
・
凸
〃
Ｌ
Ｊ
も
●
△
て
、
〃
Ｇ
◆
〃

日
本
医
史
学
会
々
則
（
改
正
案
）

Ⅵ
、
Ｊ
ケ
叶
士
・
魁
″
〃
。
◆
。
。
、
且
〃
。
ご
◆
も
コ
ク
９
．
争
、
ｊ
〃
も
ｈ
色
、
″
〃
▽
ｇ
凸
、
〃
汀
、
さ
●
、
ｊ
〃
、
今
■
１
〃
砥
、
Ｇ
■
ｊ
〃
、
ｇ
も
力
〃
己
、
ゥ
ｅ
Ｊ
Ｆ
害
、
凸
●

第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
教
授
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
一
の
こ
に
置
く
。

第
三
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
四
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
Ｈ
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発
行

し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観
な
ど

を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体
と
の
連

絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
五
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
所
定
の
手
続
を
経
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
。

会
長
が
理
事
会
の
誰
を
経
て
こ
れ
を
決
す
る
。

第
七
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
理
州
若
干
名
を
お
く
。

二
、
本
会
に
理
事
の
推
せ
ん
に
よ
り
評
議
員
若
干
名
を
お
き
本

会
の
運
営
を
談
す
る
。

三
、
理
事
は
評
議
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
一
名
を
定
め
る
。

四
、
会
長
は
本
会
を
代
表
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
幹
堺
若
干
名
を
お
く
。
幹

事
は
会
長
の
任
命
に
よ
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

以
ｋ
の
役
員
は
総
会
の
決
議
に
よ
る
。

第
八
条
本
会
は
支
部
を
設
け
る
こ
と
が
あ
る
。
支
部
の
設
立
は
総

会
の
決
議
に
よ
る
。
支
部
長
は
原
則
と
し
て
理
掘
を
あ
て
る
。

第
九
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

右
の
会
則
改
正
案
は
昭
和
三
八
年
四
月
三
日
、
大
阪
で
開
か
れ
た

第
六
四
回
日
本
房
史
学
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
決

定
案
で
は
な
い
の
で
広
く
会
員
各
位
の
ご
意
見
を
も
と
め
、
近
い
将

来
に
完
全
な
も
の
に
改
正
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
石
原
幹
事
）
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私
は
戦
前
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
に
宮
城
県
の
『
安
政
六
年
の
コ

レ
ラ
』
『
文
久
二
年
の
麻
疹
の
流
行
』
に
つ
い
て
掲
載
し
、
戦
後
は

本
学
会
で
宮
城
県
の
『
天
明
・
天
保
の
飢
謹
』
に
つ
い
て
報
告
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
資
料
と
し
て
寺
院
の
過
去
帳
を
多
分
に
引
用
し
た
の

で
あ
っ
た
。
爾
来
、
閑
暇
を
利
用
し
て
東
北
各
地
の
寺
院
を
訪
れ
た

が
、
そ
の
数
は
多
数
に
上
っ
た
。
こ
れ
ら
の
寺
院
の
過
去
帳
を
採
録

し
て
、
こ
れ
を
「
日
本
疫
病
史
」
お
よ
び
「
日
本
疫
史
及
び
防
疫

史
」
そ
の
他
の
文
献
と
対
照
し
て
研
究
し
て
来
た
の
で
、
今
回
果
し

て
芋
院
の
過
去
帳
が
疫
史
の
研
究
に
役
立
つ
か
ど
う
か
卑
見
を
述
べ

て
み
る
。

ま
ず
、
過
去
帳
が
当
時
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
火
災
な
ど
に
て
焼

失
し
た
た
め
、
墓
碑
あ
る
い
は
位
牌
よ
り
写
し
と
っ
た
も
の
か
確
か

寺
院
の
過
去
帳
は
疫
史
の

研
究
に
役
立
つ
か

青
木

抄
録第

六
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
一
般
発
表
要
旨

大
輔

め
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
過
去
帳
は
死
亡
者
の
み
を
取
扱
っ
て
い
る

こ
と
、
従
っ
て
該
症
で
治
癒
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
何
ら
手
懸
り

が
つ
か
め
ぬ
こ
と
、
病
名
な
ど
は
明
治
以
前
の
も
の
に
は
ほ
と
ん
ど

記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
採
録
・
整
理
し
て
み
る
と
、
次

の
事
が
わ
か
る
。
即
ち
死
亡
者
の
季
節
的
増
減
、
終
始
、
性
別
、
大

人
子
供
の
別
、
地
域
的
死
者
の
多
寡
、
時
に
は
法
名
に
よ
っ
て
、
病

名
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
稀
で
は
あ
る
が
、
過
去
帳
の

余
白
に
流
行
病
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

私
は
こ
う
し
た
資
料
を
基
と
し
て
文
献
と
照
合
し
て
み
る
と
、
よ

く
合
致
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
文
献
を
み
て
、
そ
の
時
そ
の
土

地
の
寺
院
の
過
去
帳
を
み
る
と
、
ハ
ッ
キ
リ
そ
の
様
相
が
現
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
流
行
病
の
伝
播
の
状
況
が
わ
か
る
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
逆
に
過
去
帳
か
ら
そ
の
地
に
何
ら
か
流
行
病
の
あ
っ
た

こ
と
が
推
定
さ
れ
、
文
献
渉
猟
の
目
標
が
与
え
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
み
る
と
、
過
去
帳
は
疫
史
の
研
究
資
料
と
し
て
調
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一
般
に
宗
教
家
は
長
命
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
科

学
的
に
立
証
し
た
も
の
は
数
少
な
い
。

演
者
は
、
浄
土
宗
関
係
の
僧
侶
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
「
浄
土
宗

辞
典
」
を
参
考
と
し
て
、
百
名
に
及
ぶ
僧
侶
の
寿
命
の
長
さ
を
年
代

的
に
算
出
し
、
一
般
庶
民
の
そ
れ
と
比
較
検
討
を
行
な
っ
た
の
で
、

そ
の
成
績
を
報
告
す
る
。
（
横
浜
市
大
・
公
衆
衛
生
）

査
す
る
価
値
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
具
体
的
文
献
の
き
わ
め

て
少
な
い
東
北
地
方
で
は
、
一
応
調
べ
て
み
る
必
要
あ
り
と
思
わ
れ

る
。
（
宮
城
県
立
衛
研
）

大
英
博
物
館
蔵
の
ス
タ
イ
ン
収
集
並
び
に
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
の

ペ
リ
オ
収
集
に
か
か
る
敦
煤
文
書
中
の
医
薬
関
係
書
の
写
真
コ
ピ
ー

宗
教
家
の
寿
命
の
年
代
的
考
察

ｌ
特
に
浄
土
宗
を
中
心
と
し
て
ｌ

杉
田
暉
遊

敦
埠
医
薬
文
書
の
研
究
の
二
、
三

三
木
栄

ノ

｝

口
「
運
気
論
」
と
は
宋
の
劉
温
好
が
著
わ
し
た
「
素
問
入
式
運
気
論

奥
」
の
こ
と
で
、
自
序
は
元
符
二
年
（
一
○
九
九
）
に
成
っ
て
い

る
。
こ
の
書
は
「
素
問
」
の
運
気
七
篇
と
そ
の
王
氷
注
と
に
よ
っ
て

編
成
し
た
も
の
で
全
三
巻
、
そ
の
内
容
は
五
運
と
六
気
と
に
よ
っ
て

甲
子
六
○
年
の
歳
化
と
そ
れ
に
よ
る
疫
病
・
豚
候
・
治
方
な
ど
を
五

行
説
に
基
づ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
抽
象
的
理
論
が
主
で
具

体
的
記
述
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
説
が
何
時
か
ら
起
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
諸

説
が
あ
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
最
初
の
文
献
は
、
唐
の
宝
応
元
年

（
七
六
二
）
に
で
き
た
王
氷
本
「
素
問
」
の
運
気
七
篇
で
あ
る
。
し

か
し
、
宋
の
淳
化
三
年
（
九
九
二
）
に
で
き
た
「
太
平
聖
恵
方
」
に

は
全
く
取
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
和
六
年
（
一

を
、
東
洋
文
庫
の
好
意
に
よ
っ
て
入
手
し
得
た
の
で
、
こ
れ
に
そ
の

他
、
二
、
三
図
書
館
蔵
の
も
の
を
加
え
、
こ
れ
ら
の
書
の
内
容
を
検

討
し
、
敦
埋
の
医
薬
史
上
に
占
め
る
意
義
を
少
し
く
考
え
て
み
た
い

と
思
う
。
（
大
阪
・
堺
市
熊
野
町
、
開
業
）

（星
里
に
つ
い
て

』
丸
李
畑
一

、
→
Ｉ
／

岡
西
為
人 I
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一
二
○
に
成
っ
た
「
聖
済
総
録
」
に
は
巻
頭
に
運
気
図
が
掲
げ
ら

れ
て
お
っ
て
、
温
好
の
著
作
を
境
と
し
て
そ
の
説
が
流
行
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
南
宋
の
紹
熈
二
年
つ
一
九
一
）
以

後
に
置
か
れ
た
太
医
局
の
試
験
問
題
で
は
、
七
六
問
中
九
間
が
運
気

の
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
元
の
至
元
五
年
（
一
三
三
九
）
刊
行
の
古
林

書
堂
本
「
素
問
」
に
は
こ
の
耆
が
附
刻
さ
れ
、
そ
の
後
同
系
の
版
本

は
悉
く
そ
れ
を
踏
襲
し
た
。
ま
た
元
の
呂
復
以
下
明
清
の
代
表
的
医

学
全
書
「
普
済
方
」
や
「
医
宗
金
鑑
」
に
も
大
き
く
取
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
か
よ
う
に
北
宋
末
以
降
こ
の
説
が
広
く
信
奉
さ
れ
た
こ
と
は
疑

が
い
な
い
が
、
反
対
者
も
少
な
く
な
く
「
医
籍
考
」
に
そ
れ
ら
の
説

が
集
録
せ
ら
れ
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
運
気
の
説
は
抽
象
論
が
主
で
、
具
体
的
な
記
述
が

な
い
か
ら
、
実
際
的
な
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
思
想
的

に
は
運
気
七
篇
を
中
心
と
し
て
「
素
問
」
の
思
想
を
綜
合
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
点
で
い
わ
ゆ
る
金
元
流
の
医
学
と
は
極
め
て
密
接
な

つ
な
が
り
が
あ
る
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
本
書

の
出
現
は
中
国
の
医
学
史
上
画
期
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
し
て

注
Ⅲ
に
値
す
る
と
考
え
る
。
（
大
阪
・
塩
野
義
研
究
所
）口

曲
直
瀬
玄
朔
著
の
「
医
学
天
正
記
」
に
は
、
当
時
の
名
士
の
診
療

経
験
が
集
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
福
島
正
則
は
そ
の
性
格

か
ら
み
て
病
的
酩
酊
が
あ
り
、
か
つ
酒
精
中
毒
が
進
み
変
質
化
し
、

外
様
大
名
と
し
て
の
徳
川
氏
へ
の
配
慮
を
誤
り
、
没
落
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
淀
君
は
そ
の
性
格
、
年
令
、
境
遇
か
ら
し
て
、
〃
欝
″

と
あ
る
は
神
経
症
性
欝
病
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
（
久
留
米
大

・
精
神
神
経
科
）

小
原
春
造
二
七
六
二
’
一
八
一
三
）
は
就
正
、
あ
る
い
は
胴
山

と
も
号
し
、
も
と
阿
波
藩
出
身
の
本
草
学
者
沢
玄
佳
の
第
二
子
と
し

て
京
都
に
生
れ
た
。
長
じ
て
小
野
蘭
山
の
門
に
入
り
本
草
学
を
修

め
、
傍
ら
医
学
の
道
に
も
通
じ
た
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
阿
波

阿
波
藩
医
師
学
問
所
創
設
者

小
原
春
造
の
事
績

福
島

「
医
学
天
正
記
」
に
お
け
る

福
島
正
則
と
淀
君
の
症
状
に
つ
い
て

王
丸
勇

義

一
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杉
本
周
徳
翁
は
新
潟
県
中
魚
沼
郡
中
条
村
の
人
に
し
て
、
医
を
終

生
の
業
と
し
た
。
翁
は
同
地
に
弘
化
元
年
（
一
八
四
二
一
月
二
十

一
、
に
生
れ
、
昭
和
一
一
一
年
（
一
九
二
八
）
十
一
月
十
五
日
に
死
去
し

て
い
る
。

父
祖
の
業
を
継
い
で
、
辛
苦
勉
励
し
て
江
戸
に
遊
学
、
業
ほ
ぼ
成

っ
て
帰
省
、
父
業
を
補
佐
し
、
次
い
で
亡
父
の
後
を
襲
っ
て
地
方
に

と
ど
ま
り
、
病
者
救
済
と
青
少
年
の
育
英
お
よ
び
社
会
事
業
に
力
を

尽
く
す
な
ど
徳
行
が
高
か
っ
た
。

な
お
、
翁
は
江
戸
に
て
、
本
邦
に
お
い
て
独
得
の
工
夫
発
達
を
起

藩
に
招
か
れ
て
赴
任
し
、
医
師
学
問
所
を
興
し
、
医
育
に
つ
く
し
た

他
、
本
草
学
の
興
隆
に
一
生
を
捧
げ
た
。

そ
の
著
書
に
は
「
竜
骨
一
家
言
」
「
道
遙
漫
録
」
「
薬
筈
本
草
」

「
挨
穴
寸
法
」
の
他
、
そ
の
没
後
子
孫
三
代
に
わ
た
っ
て
完
成
し
た

「
阿
波
淡
路
両
国
産
物
志
」
の
大
著
が
あ
る
。

演
者
は
小
原
舂
造
の
事
績
を
中
心
と
し
て
、
阿
波
藩
の
医
育
史
な

ら
び
に
本
草
史
の
大
要
を
述
べ
る
。
（
徳
島
大
・
医
史
学
）

杉
本
周
徳
翁
と
そ
の
学
統士

口

II I

郎

南
蛮
医
学
ま
た
は
キ
リ
シ
タ
ン
医
学
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
医
学
へ
の
移

行
期
に
お
け
る
重
要
な
、
ま
た
興
味
の
あ
る
人
物
で
あ
る
沢
野
忠
庵

浅
田
宗
伯
の
師
匠
は
中
村
仲
宗
で
あ
っ
て
、
中
村
仲
宗
は
中
西
深

斎
の
子
の
中
西
鷹
山
の
弟
子
で
あ
り
、
中
西
家
の
吉
益
東
洞
の
門
下

で
あ
る
か
ら
、
源
は
吉
益
流
で
あ
る
が
、
中
西
深
斎
と
そ
の
師
吉
益

東
洞
と
の
間
に
は
既
に
、
そ
の
治
療
理
念
に
著
し
き
差
違
が
あ
る
か

ら
、
浅
田
先
生
ば
中
西
深
斎
の
流
れ
を
多
く
汲
ん
で
い
る
。
こ
の
間

の
関
係
を
く
わ
し
く
論
じ
た
い
。
（
大
阪
・
堂
島
町
、
開
業
）

し
た
謂
う
と
こ
ろ
の
〃
古
医
方
〃
の
開
祖
、
吉
益
東
洞
の
直
流
を
大

成
し
た
同
郷
出
身
の
尾
台
良
作
（
椿
堂
）
に
師
事
し
、
そ
の
影
響
を

伝
承
し
て
い
る
点
を
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
（
埼
玉
・
深
谷
市
、
薬

業
家
）沢

野
忠
庵
伝
補
遺

浅
田
宗
伯
の
学
統
に
つ
い
て

森
田
幸
ゞ
門

I I

大
鳥
藺
三
郎 I
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平
戸
巾
の
松
浦
博
物
館
が
蔵
し
て
い
る
の
日
①
晨
①
の
産
科
学
書

は
一
七
五
四
年
版
、
三
九
個
の
銅
版
を
つ
け
て
説
明
を
進
め
て
い

る
。
重
】
旨
四
日
の
日
①
旨
①
（
畠
ミ
ー
ョ
＄
）
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
名
○
胃
剪
◎
乱
○
甸
①
弓
①
」
園
）
の
事
績
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
数
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
詳
し
く
調
べ
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
忠
庵
の
医
学
的
業
績
は
、
そ
の
口
述
に
係
わ
る
も
の
と
し
て

「
南
蛮
流
外
科
書
」
ま
た
は
そ
の
他
の
数
種
の
写
本
に
よ
り
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
す
べ
て
忠
庵
自
身
が
著

述
、
し
た
も
の
で
は
な
く
、
忠
庵
に
つ
い
て
医
学
の
教
え
を
受
け
た
人

達
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
忠
庵
自
身
の
医
学
的
知
識
を

知
る
に
最
も
適
切
な
も
の
と
は
厳
正
に
は
言
え
な
い
。
こ
の
意
味
に

お
い
て
、
こ
れ
を
幾
分
な
り
と
も
補
う
も
の
と
し
て
、
私
が
年
来
読

ん
で
い
る
い
わ
ゆ
る
「
閏
館
日
誌
」
の
な
か
に
忠
庵
の
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
抄
録
し
て
参
考
に
供
し
た
い
。
（
慶
応
大

・
灰
史
学
）

ゥ
イ
リ
ァ
ム
・
ス
メ
リ
ー
の

産
科
学
書
の
紹
介

森

優

仙
台
に
お
け
る
解
剖
は
寛
政
十
年
。
七
九
八
）
木
村
寿
禎
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
近
頃
、
演
者
の

一
人
長
田
が
仙
台
の
支
藩
一
ノ
関
の
刑
場
で
一
ノ
関
の
医
師
菊
地
崇

徳
ら
の
建
て
た
解
剖
供
養
碑
を
発
見
し
た
。
木
村
寿
禎
の
挙
よ
り
遡

る
こ
と
約
十
三
年
、
天
明
五
年
十
月
（
一
七
八
五
）
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
し
か
も
こ
れ
に
は
解
剖
の
事
実
を
歴
然
と
記
し
て
い
る
。
木

村
寿
禎
の
碑
は
邦
文
の
〃
供
養
″
と
い
う
文
字
、
そ
れ
に
蘭
文
と
思

わ
れ
る
文
字
、
他
に
寛
政
十
年
の
年
月
日
だ
け
で
、
解
剖
の
事
実
は

仙
台
に
伝
わ
れ
る
口
碑
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か

も
原
碑
は
失
わ
れ
て
今
は
な
い
。
こ
の
点
一
ノ
関
の
供
養
碑
は
現
存

し
て
お
り
、
そ
の
他
時
期
の
あ
る
点
、
解
剖
の
事
実
を
ハ
ッ
キ
リ
記

録
し
た
点
で
、
東
北
に
お
け
る
解
剖
学
史
上
貴
重
な
資
料
と
思
わ
れ

園
凶
口
四
鼻
に
生
れ
、
一
七
五
二
年
か
ら
一
七
五
九
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン

で
産
科
学
を
講
じ
、
晩
年
を
Ｆ
鱒
口
画
鳥
に
お
く
り
、
同
地
で
死
ん

だ
。
（
九
大
・
解
剖
）

|禿
|>ド

一
ノ
関
（
岩
手
県
）
の
解
剖
供
養
碑

青
木
大

長
川
勝
郎輔
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る
の
で
、
小
川
教
授
の
「
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
」
の
年
表
に
追
加

し
て
頂
き
た
く
、
敢
え
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
（
宮
城

県
衛
研
、
鼎
手
・
一
ノ
関
）

熊
谷
五
右
衛
門
義
比
（
一
七
九
五
’
一
八
六
○
）
は
長
州
萩
藩
の
御

用
商
人
で
あ
っ
た
熊
谷
（
ク
マ
ャ
）
家
四
代
の
主
人
で
あ
り
、
文
化

十
四
年
（
一
八
一
七
）
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
ま
で
四
三
年

間
に
わ
た
っ
て
藩
政
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
が
、
文
政
年
間
に
来
朝

し
た
ド
イ
ツ
の
医
家
シ
ー
ポ
ル
ト
の
大
著
「
日
本
」
に
書
か
れ
た
た

め
、
そ
の
名
は
海
外
に
ま
で
知
ら
れ
た
。
私
は
去
る
昭
和
十
五
年
五

月
四
Ｈ
、
口
本
医
史
学
会
例
会
の
席
上
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い

て
の
べ
、
ま
た
拙
著
「
防
長
医
学
史
」
に
も
記
載
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
の
後
更
に
明
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
前
の
発
表
を

訂
補
し
、
今
回
は
特
に
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
贈
ら
れ
た
日
本
最
古
の
ピ

ア
ノ
に
つ
い
て
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
示
説
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
（
山
口
・
萩
、
開
業
）

シ
ー
ボ
ル
ト
と
熊
谷
五
右
衛
門

田
中

｛

口 口I 助

一

阿
波
藩
医
加
古
良
玄
（
藍
洲
）
の
著
書
「
折
肱
要
訣
」
は
文
化
七

年
（
一
八
一
九
）
に
五
巻
の
著
述
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
整
形
外
科
史
的
に
み
る
と
特
色
あ
る
著
述
で
あ
る
。

加
古
良
玄
の
門
人
に
は
田
中
良
雄
（
讃
岐
）
、
片
倉
順
（
江
戸
）
、

藤
林
良
伯
（
大
和
）
、
山
崎
新
甫
（
米
沢
）
、
志
賀
崎
健
（
越
後
）
、

山
科
治
道
（
江
戸
）
、
多
田
信
義
（
忍
）
、
仲
野
帰
一
（
淡
路
）
、
宇

留
野
天
順
（
紀
伊
）
、
水
越
輔
徳
（
甲
斐
）
、
下
江
陸
（
備
後
）
、
宮

田
祐
（
尾
張
）
、
田
中
良
古
（
阿
波
）
、
田
木
良
、
戸
郷
良
崎
、
田
中

衆
（
摂
津
）
、
最
上
虎
（
信
濃
）
、
岩
田
貞
（
加
賀
）
、
村
上
段
（
大

和
）
、
近
藤
達
（
備
前
）
、
村
田
思
賀
（
上
野
）
等
が
あ
る
。

良
玄
の
父
祐
庵
も
正
骨
医
で
あ
っ
た
が
、
著
者
は
「
解
体
鍼
要
」
の

基
礎
を
な
し
た
阿
波
に
お
け
る
解
屍
実
見
か
ら
骨
関
節
損
傷
と
、
関

節
の
機
構
を
解
明
し
て
独
特
の
正
骨
術
を
系
統
づ
け
た
の
で
あ
る
。

徒
手
脱
臼
整
復
法
と
し
て
杠
鼎
法
、
起
羊
法
、
由
孝
法
、
神
竜

法
、
禺
尊
法
、
電
亀
法
、
蘇
桓
法
、
顔
養
法
、
帰
因
法
、
起
孫
法
、

牡
馬
法
の
十
三
法
に
わ
た
る
法
を
図
解
し
、
器
械
的
整
復
法
及
び
変

日
本
整
形
外
科
史
上
に
お
け
る

「
折
肱
要
訣
」
と
著
者
加
古
良
玄

蒲
原

宏
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形
矯
正
法
と
し
て
、
著
者
の
発
明
し
た
八
撲
復
元
車
を
用
い
た
翔
雲

法
を
は
じ
め
と
す
る
五
十
法
に
及
ぶ
整
復
法
を
提
唱
し
て
い
る
。

器
械
的
矯
正
術
は
リ
ウ
マ
チ
性
関
節
炎
に
よ
る
四
肢
の
障
害
、
脊

椎
カ
リ
エ
ス
の
治
療
に
も
及
ん
で
い
る
が
、
著
者
の
骨
関
節
疾
患
に

対
す
る
病
理
学
的
見
解
の
基
礎
が
中
国
医
学
で
あ
り
、
西
洋
医
学
は

そ
の
原
典
を
消
化
し
て
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
た
め
に
無
意
味
な

操
作
に
終
始
し
た
よ
う
で
あ
る
。

包
帯
法
と
し
て
三
二
種
の
方
法
が
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
槻

玄
幹
の
「
泰
西
外
科
収
功
」
の
そ
れ
と
全
く
類
似
し
た
も
の
で
あ

る
。

二
宮
彦
可
の
「
正
骨
範
」
と
全
く
反
対
の
立
場
に
立
ち
、
各
務
文

献
の
「
整
骨
新
書
」
と
は
解
屍
実
見
の
同
じ
基
礎
か
ら
出
発
し
な
が

ら
、
合
理
的
な
整
骨
書
と
し
て
集
大
成
し
得
な
か
っ
た
点
を
整
形
外

科
史
的
立
場
か
ら
論
及
す
る
。
（
新
潟
大
・
医
史
学
）

小
石
元
瑞
の
誠
諭
、
淡
輪
貞
蔵
の
備
忘
雑
録
、
頼
山
陽
の
書
簡
、

田
能
村
竹
田
の
書
簡
等
を
引
用
し
て
究
理
堂
に
お
け
る
蘭
方
医
学
の

小
石
元
瑞
の
究
理
堂
と
藺
方
医
学

口
中

野

操

性
格
を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
同
塾
に
お
い
て
閏
方
医
学
を
教
え
て

い
た
小
森
宗
二
（
孟
博
）
と
小
関
亮
造
（
春
斎
）
両
氏
に
つ
い
て
調

べ
た
と
こ
ろ
を
の
べ
た
い
。

小
石
元
瑞
撰
究
理
蛍
誠
諭
（
文
政
十
二
年
冬
）

一
、
吾
家
の
医
術
は
蘭
説
を
用
い
る
が
故
に
、
蘭
書
を
読
む
と
い

え
ど
も
、
医
書
の
外
は
決
し
て
見
る
べ
か
ら
ず
。
蘭
書
を
読
む
に
つ

い
て
訳
官
に
交
る
事
も
あ
る
べ
し
。
必
ず
異
国
の
人
に
近
付
き
直
読

す
べ
か
ら
ず
。

一
、
国
禁
の
書
籍
は
勿
論
、
医
事
に
益
な
き
、
和
蘭
の
翫
器
並
に

絵
図
扁
額
等
好
事
の
た
め
に
求
め
貯
ふ
く
か
ら
ず
。

一
、
従
来
名
称
あ
る
諸
物
を
和
蘭
字
を
以
て
呼
ぶ
べ
か
ら
ず
。
す

べ
て
蘭
書
に
対
す
る
の
外
、
和
蘭
詞
を
言
ふ
く
か
ら
ず
。
別
し
て
事

を
秘
し
、
人
を
誇
る
等
の
陰
語
杯
は
断
じ
て
言
ふ
く
か
ら
ざ
る
事
と

心
得
く
し
。

一
、
和
蘭
の
薬
名
並
に
療
用
の
器
名
又
は
記
号
数
量
等
、
訳
名
な

き
は
蘭
語
を
用
い
ざ
る
事
を
得
ざ
れ
ど
も
、
し
た
た
む
る
に
は
必
ず

国
字
を
用
ふ
く
し
。
蘭
字
を
用
ふ
く
か
ら
ず
。
訳
名
あ
る
も
の
は
訳

名
を
用
ふ
べ
き
事
勿
論
也
。

一
、
医
説
に
も
あ
ら
ざ
る
異
国
の
事
を
談
じ
、
あ
る
い
は
奇
異
の

説
を
好
み
、
又
は
奇
器
を
翫
ぶ
等
の
人
々
に
は
必
ず
交
り
を
結
ぶ
べ

一（71 ）一



か
ら
ず
。

淡
輪
貞
蔵
（
元
潜
、
蔀
山
の
孫
）
の
備
忘
雑
録
（
天
保
初

年
頃
）
よ
り

竜
門
楼
（
究
理
京
塾
の
こ
と
）
日
課
目
録

傷
寒
論
一
○
○
通
、
金
置
要
略
一
○
○
通
、
温
疫
論
一
○
○
遍
、

解
体
新
書
三
○
通
、
医
範
提
綱
附
内
科
撰
要
三
○
通
、
女
科
撮
要
一
○

通
、
産
論
、
翼
附
三
○
遍
、
小
児
直
訣
一
○
遍
、
痘
科
鍵
三
○
遍
、
儒

門
事
親
一
○
遍
、
疹
脹
玉
衡
五
遍
、
外
科
正
宗
一
○
遍
以
上
一
二
部
。

小
石
講
釈
二
・
八
朝
内
科
撰
要
六
・
六
夜
備
用
方
府

小
間
辮
釈
六
・
六
朝
和
蘭
薬
鏡
一
○
・
一
○
朝
医
範

提
綱小

森
荊
釈
二
・
八
夜
熱
病
論
（
関
西
支
部
長
）

小
川
含
壹
（
式
、
氏
徳
）
は
帆
足
万
里
の
門
人
で
、
演
者
の
曽
祖

父
で
あ
る
。
文
化
九
年
豊
後
の
日
出
で
生
れ
明
治
二
七
年
大
分
で
没

し
た
。
天
保
三
年
に
は
京
坂
に
あ
り
、
そ
の
後
大
坂
で
塾
を
開
い
て

小
川
含
章
の
著

「
生
野
銀
山
孝
義
伝
」
に
つ
い
て 口、

８
１
Ｊ

ノ

ﾉ|’

鼎

三

い
た
。
篠
崎
小
竹
の
惟
挙
に
よ
り
、
弘
化
二
年
ご
ろ
よ
り
但
馬
の
生

野
に
移
り
、
そ
こ
で
官
設
の
塾
を
あ
ず
か
っ
た
。
そ
の
著
「
生
野
銀

山
孝
義
伝
」
は
嘉
永
二
年
の
出
版
で
あ
っ
て
、
生
野
の
孝
子
、
義

人
、
節
婦
な
ど
十
三
人
を
選
ん
で
そ
の
行
状
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
時
の
鉱
夫
た
ち
の
生
活
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
彼
ら
の
日
常

が
い
か
に
悲
惨
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
（
も
し
い
く
ら
か
誇
張
さ
れ

て
い
る
に
し
て
も
）
。

煙
毒
と
称
し
て
珪
肺
の
こ
と
が
二
か
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一

つ
は
孝
義
伝
の
本
文
で
『
さ
ざ
ひ
殻
に
火
を
燃
し
て
曜
石
の
中
を
掘

る
に
石
煙
油
煙
に
交
り
、
呼
吸
に
随
ひ
て
肺
胴
に
入
り
、
終
に
労
咳

の
如
き
症
と
な
り
痕
を
吐
き
Ⅲ
を
味
き
苦
し
み
て
死
す
。
是
を
煙
毒

と
云
。
さ
れ
ば
命
長
き
打
三
十
余
慰
短
き
は
二
十
余
に
て
必
死
す
と

い
へ
り
。
』
他
は
付
録
の
開
坑
略
記
に
漢
文
で
『
石
屑
そ
の
呼
吸
に

随
っ
て
肺
中
に
入
り
、
肺
漸
く
腐
敗
し
、
喘
息
を
発
し
て
僅
か
一
年

に
し
て
死
す
。
俗
に
煙
毒
と
号
す
。
礦
丁
十
八
九
よ
り
業
に
就
き
三

十
即
ち
死
し
四
十
に
至
る
も
の
少
し
』
と
あ
る
。
珪
肺
に
関
す
る
日

本
の
文
献
と
し
て
従
だ
古
い
も
の
と
は
い
え
な
い
が
注
目
に
値
い
す

る
と
思
う
。
（
順
天
錐
大
・
灰
史
学
）

口
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先
に
私
は
鉱
山
労
働
の
歴
史
そ
の
一
と
し
て
、
明
治
前
の
珪
肺
問

題
の
歴
史
に
つ
い
て
記
述
し
た
（
「
労
働
科
学
」
三
七
巻
四
号
参
照
）

そ
の
後
、
鉱
山
労
働
の
歴
史
そ
の
二
と
し
て
友
子
同
盟
に
つ
い
て
本

学
会
で
報
告
し
、
こ
の
友
子
制
度
が
珪
肺
者
の
救
済
に
も
役
立
っ
た

こ
と
を
の
べ
た
（
「
労
働
科
学
」
三
八
巻
一
二
号
参
照
・
）

今
回
は
そ
の
後
気
付
い
た
資
料
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
補
い
な
が

ら
、
明
治
以
降
の
塵
肺
問
題
の
歴
史
に
つ
い
て
の
く
る
。

わ
が
国
で
真
の
意
味
で
塵
肺
の
調
査
研
究
の
出
発
し
た
の
は
一
九

二
○
年
頃
で
あ
る
。

山
本
は
一
九
一
八
年
九
月
か
ら
一
九
一
九
年
六
月
に
わ
た
り
、
東

北
、
中
部
、
西
部
の
金
属
山
十
六
を
選
ん
で
、
死
亡
し
た
坑
内
夫
の

遺
族
を
戸
毎
に
訪
問
調
査
し
、
そ
の
他
、
生
野
町
の
寺
院
の
過
去
帳

を
し
ら
べ
、
寿
命
そ
の
他
を
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と

死
亡
原
因
と
し
て
事
故
を
除
き
呼
吸
器
疾
患
多
く
、
五
○
’
六
○
％

を
し
め
、
そ
の
二
三
％
は
鉱
肺
で
あ
る
。
往
時
の
坑
内
夫
の
寿
命
は

極
め
て
短
く
、
地
方
に
よ
っ
て
は
三
○
歳
前
後
を
坑
内
夫
の
一
生
と

し
た
鉱
山
も
あ
る
。
現
時
は
多
少
往
畔
と
は
異
な
る
が
、
一
般
に
は

日
本
塵
肺
小
史
（
そ
の
２
）三

浦
豊
彦

ま
だ
天
折
を
否
定
出
来
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
老
坑
夫

の
聞
害
も
あ
り
興
味
が
あ
る
。

一
九
二
四
年
大
西
は
日
本
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
鉱
肺
に
つ
い
て
英

文
で
報
告
し
た
。
た
だ
こ
こ
で
大
西
は
〃
よ
ろ
け
〃
と
鉱
肺
は
別
個

の
疾
患
だ
と
し
た
こ
と
は
興
味
が
あ
る
。
そ
し
て
花
崗
岩
、
石
英
粗

面
岩
の
よ
う
な
も
の
を
母
岩
と
し
た
鉱
山
で
は
必
ず
鉱
肺
の
発
生
を

み
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
後
多
く
の
先
覚
者
達
の
努
力
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
問

題
が
真
に
解
決
へ
の
道
を
一
歩
ふ
み
出
す
に
は
戦
後
を
ま
た
ね
ば
な

ら
ず
、
珪
肺
の
み
が
対
象
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
調
査
研
究
の
進
展

に
つ
れ
て
、
多
く
の
塵
肺
の
確
認
と
な
り
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
珪

肺
法
か
ら
一
歩
前
進
し
て
塵
肺
法
が
制
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
東

京
・
労
働
科
学
研
究
所
）

製
薬
に
必
要
な
学
問
Ｉ
化
学
へ
の
初
期
の
認
識
は
、
宇
田
川
槐

圃
訳
『
製
煉
術
』
（
隙
耆
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ト
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

わ
が
国
に
お
け
る
化
学
の
認
識

（
關
方
製
薬
史
第
七
報
）

宗
山

一

一（73）一



〃
製
煉
〃
と
い
う
語
で
と
ら
え
ら
れ
、
こ
の
名
称
は
坪
井
信
道
訳

『
製
煉
発
蒙
』
、
薩
摩
の
〃
製
煉
所
″
（
嘉
永
四
年
、
一
八
五
こ
、

蕃
書
調
所
の
〃
精
煉
方
″
（
万
延
元
年
、
一
八
六
○
）
な
ど
に
そ
の

使
用
を
み
る
。

槐
園
は
こ
の
製
煉
術
に
分
離
術
と
付
合
術
の
二
つ
の
あ
る
こ
と
を

紹
介
、
大
槻
玄
沢
訳
『
厚
生
新
編
』
（
文
化
八
年
、
一
八
二
）
で

は
「
鎖
錬
疏
分
術
と
い
ふ
義
な
る
べ
し
、
他
日
訳
名
を
定
む
く
し
」

と
し
て
同
様
の
認
識
を
も
っ
た
よ
う
だ
が
、
の
ち
同
書
で
宇
田
川
榛

斉
は
〃
分
析
術
″
の
語
を
採
用
、
こ
の
名
は
青
地
林
宗
訳
『
気
海
観

潤
』
凡
例
（
文
政
八
年
、
一
八
二
五
）
、
宇
田
川
椿
庵
『
遠
西
医
方

名
物
考
補
遺
』
巻
七
（
文
政
十
一
年
、
一
八
二
八
頃
成
槁
）
、
帆
足

万
里
『
窮
理
通
』
（
天
保
七
年
、
一
八
三
六
）
等
に
使
用
さ
れ
、
長

崎
海
軍
伝
習
所
で
も
、
こ
の
名
を
採
用
し
て
い
る
。

同
系
の
字
義
の
〃
分
離
術
″
と
い
う
名
は
、
高
野
長
英
訳
『
分
離

術
』
、
日
高
涼
台
訳
『
分
離
学
律
』
、
広
田
憲
寛
『
増
補
訳
鍵
』
（
安

政
四
年
、
一
八
五
七
）
、
さ
ら
に
明
治
四
年
刊
『
大
増
補
和
訳
英
辞

林
』
に
も
見
ら
れ
る
。

藤
林
普
山
は
そ
の
著
『
訳
鍵
』
（
文
化
七
年
、
一
八
一
○
）
中
で

め
目
①
弄
○
口
碑
に
鎖
錬
術
、
○
富
日
耐
及
び
○
宮
〕
日
尉
に
錬
金
術

の
訳
語
を
当
て
て
い
る
が
、
普
山
に
は
『
西
洋
離
合
源
本
』
（
原
書

プ
レ
ン
キ
）
と
い
う
訳
書
が
あ
り
、
〃
離
合
術
〃
と
の
認
識
が
窺
わ

れ
る
。
こ
れ
は
宇
田
川
椿
庵
の
『
植
学
啓
原
』
（
天
保
四
年
、
一
八

三
三
）
に
「
蓋
し
離
合
之
学
な
り
」
と
し
て
い
る
の
に
通
じ
る
。

椿
庵
は
○
胃
目
①
又
は
○
胃
日
ざ
画
の
訳
名
に
適
当
な
も
の
が

な
い
と
し
て
音
読
み
の
〃
舎
密
〃
又
は
〃
舎
密
加
″
の
字
を
当
て
、

『
植
学
啓
原
』
に
使
用
す
る
以
前
に
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
巻

七
に
も
「
舎
密
集
成
」
な
る
書
名
に
使
用
し
て
お
り
、
わ
が
国
最
初

の
系
統
的
反
訳
化
学
書
『
舎
密
開
宗
』
（
天
保
八
年
、
一
八
三
七
刊

行
、
弘
化
四
年
、
一
八
四
七
完
結
）
以
後
こ
の
名
が
普
及
、
広
瀬
元

恭
『
理
学
提
要
』
（
嘉
永
五
年
、
一
八
五
二
）
に
も
使
わ
れ
、
河
野

禎
造
『
舎
密
便
覧
』
（
安
政
三
年
、
一
八
五
六
序
）
、
川
本
幸
民
『
舎

密
読
本
』
、
村
上
英
俊
『
舎
密
明
原
』
、
上
野
彦
馬
『
舎
密
局
必
携
』

（
文
久
二
年
、
一
八
六
二
）
等
の
訳
書
の
ほ
か
、
西
洋
医
学
所
の
舎

密
科
（
文
久
二
年
）
、
明
治
初
期
の
大
阪
・
京
都
の
舎
密
局
な
ど
に

ひ
ろ
く
使
わ
れ
た
（
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
医
学
教
育
か
ら
理
化
学
を
独

立
さ
せ
、
ハ
ラ
タ
マ
を
専
任
教
授
と
し
た
長
崎
の
分
析
究
理
所
で
も

舎
密
学
と
呼
ん
で
い
た
し
、
各
藩
で
も
こ
の
名
の
採
用
が
普
通
だ
っ

た
）
。一

方
、
現
行
の
化
学
と
い
う
名
称
は
、
公
的
に
は
幕
府
の
蕃
書
調

所
の
精
錬
方
が
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
化
学
と
改
名
し
た
の
が
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最
初
の
使
用
だ
が
、
こ
れ
は
シ
ナ
の
訳
語
に
よ
っ
た
こ
と
は
開
成
所

頭
取
の
建
言
書
に
み
え
る
（
宇
都
宮
三
郎
は
当
時
シ
ナ
訳
の
『
化
学

入
門
』
が
舶
載
し
て
い
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
）
。

し
か
し
、
安
政
年
間
に
す
で
に
川
本
幸
民
が
こ
の
名
を
採
用
し
て

い
た
と
い
わ
れ
、
恐
ら
く
幸
民
も
シ
ナ
の
訳
名
が
妥
当
で
あ
る
と
し

て
借
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

シ
ナ
の
当
時
の
反
訳
化
学
書
に
は
、
化
学
啓
蒙
、
化
学
須
知
、
化

学
易
知
、
化
学
指
南
、
化
学
入
門
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
一
部
が
わ
が

国
に
舶
載
さ
れ
て
い
て
、
幕
末
の
医
学
書
の
場
合
と
同
様
、
シ
ナ
訳

本
を
通
じ
て
西
洋
化
学
の
知
識
も
吸
収
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。

演
者
は
、
本
報
に
お
い
て
、
わ
が
国
で
製
薬
化
学
と
し
て
認
識
さ

れ
た
化
学
が
、
自
然
科
学
の
独
立
し
た
一
分
科
と
し
て
の
認
識
を
深

め
て
行
く
過
程
を
、
名
称
の
変
遷
を
介
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。

（
大
阪
・
吉
富
製
薬
学
術
課
）

緒
方
洪
庵
の
二
子
、
平
三
と
四
郎
（
次
男
・
当
十
四
歳
、
洪
哉
、
惟
準
）

が
越
前
大
野
へ
無
断
遊
学
し
た
の
は
、
加
賀
大
聖
寺
藩
（
洪
庵
門
、
渡

洪
庵
の
二
子
と
大
野
藩

I

岩
治
勇
一

辺
卯
三
郎
）
で
あ
り
、
安
政
二
年
十
二
月
、
洪
庵
の
推
挙
に
よ
り
大
野

藩
（
藩
主
第
七
代
土
井
利
忠
、
四
万
石
）
へ
招
聰
さ
れ
た
大
野
藩
洋
学

館
蘭
学
教
授
（
給
禄
百
石
）
を
頼
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
慎
蔵
よ
り
親

友
藤
野
昇
八
郎
（
洪
庵
門
、
坂
井
郡
本
荘
村
住
）
宛
、
安
政
三
年
十
月
八

日
付
書
翰
に
よ
る
と
洪
庵
の
二
子
は
慎
蔵
宅
に
同
居
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
な
お
慎
蔵
宅
は
当
時
の
洋
学
館
（
安
政
三
年
五
月
、

外
郭
柳
町
新
設
）
に
建
続
け
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
子
大
野
洋
学
館
へ
の
入
学
は
大
野
藩
洋
学
館
開
設
の
翌
月
の
安
政

三
年
六
月
三
十
日
で
あ
り
、
大
野
藩
家
老
内
山
七
郎
右
衛
門
よ
り
の

安
政
三
年
十
月
二
四
日
付
書
翰
に
よ
り
洪
庵
へ
二
子
遊
学
の
こ
と
通

告
、
同
年
十
一
月
二
日
付
洪
庵
よ
り
極
め
て
丁
重
な
る
返
信
を
内
山

家
老
宛
送
付
、
そ
の
後
両
者
の
間
に
非
常
に
親
密
な
る
関
係
あ
り
、
物

品
贈
答
は
勿
論
、
文
書
の
交
換
数
通
あ
り
、
文
通
は
大
坂
の
大
野
屋

（
安
政
二
年
五
月
北
久
太
郎
町
農
人
橋
に
内
山
の
創
設
せ
し
藩
経
営

の
店
舗
）
乃
至
大
野
内
山
家
老
宅
の
間
に
行
な
わ
れ
、
何
れ
も
極
め
て

丁
重
な
る
文
面
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
野
の
地
宛
の
も
の
二
通
に
は

子
息
依
頼
の
旨
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
内
山
は
し
ば
し
ば
洪
庵

宅
を
訪
問
、
洪
庵
を
介
し
エ
レ
キ
テ
ル
、
短
筒
の
購
入
、
洪
庵
は
大
野

藩
病
院
済
生
館
（
安
政
四
年
冬
、
大
野
一
番
町
新
設
）
へ
『
扶
氏
経

験
遺
訓
』
二
峡
一
括
を
寄
付
、
並
び
に
洪
庵
夫
人
が
大
野
屋
訪
問
の
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十
九
世
紀
に
入
り
、
ア
メ
リ
カ
の
国
力
は
よ
う
や
く
充
実
し
、
そ

の
大
陸
西
部
が
開
か
れ
、
そ
の
関
心
は
海
を
越
え
て
さ
ら
に
西
へ
、

す
な
わ
ち
東
洋
諸
国
に
ま
で
及
ん
だ
。
接
触
に
際
し
て
は
武
力
を
行

使
せ
ず
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
道
を
中
心
と
し
た
。
平
和
的
方
法

を
用
い
た
が
、
そ
の
伝
道
の
最
も
有
力
な
手
段
と
さ
れ
た
の
が
医
療

と
教
育
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
医
療
伝
道
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
た
と
え
ば
、
わ
が
国
が
西
欧
と
接
触
し
た

最
初
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
医
療
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の

と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
が
東
洋
に
お
い
て
ま
ず
医
療
伝
道
を
行
な
っ
た
の
は
一

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
緒
方
洪
庵
よ
り
門
弟
布
野
雲
平
へ
の

万
延
元
年
六
月
十
日
付
書
翰
に
よ
る
と
、
平
三
は
安
政
六
年
秋
長
崎

遊
学
、
ポ
ン
ペ
就
学
、
四
郎
は
万
延
元
年
六
月
十
日
現
在
、
大
野
に

遊
学
し
て
い
た
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
（
福
井
県
大

野
市
西
三
番
・
開
業
）

十
九
泄
紀
、
ア
メ
リ
カ
の

東
洋
に
お
け
る
医
療
伝
道

長
門
谷
洋
治 口

Ａ
一
両
年
思
蔚
Ｈ
も
画
鳥
①
Ｈ
の
中
国
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
当
時
、
わ
が
国
は
な
お
、
鎖
国
状
態
に
あ
っ
た
が
、
ま

も
な
く
開
国
、
一
八
五
九
年
に
は
わ
が
国
最
初
の
伝
道
医
國
①
ｇ
昌
旨

の
来
日
を
み
て
い
る
。
朝
鮮
は
一
八
八
四
年
筐
一
①
ロ
を
も
っ
て
初

め
と
す
る
が
、
出
①
ｇ
貝
目
．
ど
房
旨
と
も
中
国
に
い
た
経
歴
を
も
っ

て
い
る
。
イ
ン
ド
そ
の
他
に
も
ア
メ
リ
カ
の
医
寮
伝
道
の
手
は
か
な

り
強
力
に
、
地
道
に
続
け
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
幾
人
か
の
婦
人
医
師

も
ま
じ
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
西
洋
の
近
代
医
学
を
紹
介
し
、
優
れ
た

医
療
を
行
な
い
、
神
の
道
を
説
き
、
各
々
の
地
で
熱
心
な
側
志
を

得
、
と
き
に
は
後
継
者
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
、
初
期
の
成
果
に
は

み
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
事
業
は
す
べ
て
ア
メ

リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
に
よ
る
自
主
的
な
行
為
で
あ
り
、
政

府
な
ど
の
統
一
し
た
目
的
に
向
っ
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

各
々
の
行
動
は
概
し
て
孤
立
的
で
あ
り
、
あ
ま
り
大
き
な
影
響
を
与

え
る
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
わ
が
国
に
お
い
て
と
く
に

顕
著
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
医
療
伝
道
を
医
療
と
伝
道
に
分
け
て
み

る
と
、
そ
の
影
響
は
伝
道
の
そ
れ
に
比
し
医
療
の
方
が
少
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
医
療
伝
道
の
目
的
よ
り
み
て
当

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
か
る
関
係
か
ら
か
、
わ
が
国
に
お
け
る
医
療

伝
道
史
な
ど
の
場
合
、
宗
教
史
の
立
場
か
ら
の
研
究
に
比
し
、
医
学
史
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文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
九
月
十
四
日
（
陰
暦
八
月
二
一
日
）
生

麦
村
（
現
在
の
横
浜
市
鶴
見
区
）
で
薩
摩
藩
主
島
津
忠
義
の
父
久
光

の
行
列
を
四
人
の
英
人
が
横
切
ら
ん
と
し
た
か
ら
、
警
護
の
武
士
が

そ
の
中
一
人
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
を
斬
殺
し
、
ク
ラ
ー
ク
と
マ
ー
シ
ャ

ル
と
の
二
人
が
負
傷
し
、
ポ
ラ
デ
ー
ル
夫
人
は
無
事
に
横
浜
へ
帰
っ

て
急
を
伝
え
た
。
こ
の
際
ウ
ィ
リ
ス
が
真
先
き
に
か
け
つ
け
、
リ
チ

ャ
ー
ド
ソ
ン
の
屍
体
を
発
見
し
た
。
ま
た
当
時
ア
メ
リ
カ
領
事
館
は

本
覚
寺
（
今
の
横
浜
駅
付
近
）
に
あ
っ
た
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の

屍
体
を
持
込
み
ウ
ィ
リ
ス
が
検
屍
し
た
検
案
書
が
あ
る
。
ま
た
二
人

の
負
傷
者
も
ア
メ
リ
カ
領
事
館
へ
避
難
し
て
へ
ボ
ン
の
外
科
治
療
を

受
け
た
。
私
は
こ
の
事
件
に
お
け
る
ウ
ィ
リ
ス
、
へ
ボ
ン
両
氏
の
活

躍
振
り
を
述
ぶ
。
（
東
京
・
新
宿
下
落
合
、
開
業
）

る
。
（
大
阪
・
日
生
病
院
皮
膚
科
）

の
立
場
か
ら
の
そ
れ
は
従
前
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

生
麥
事
件
に
お
け
る

ゥ
イ
リ
ス
、
へ
ボ
ン
両
氏
の
活
躍

鮫
島
近
一
一

昨
年
の
秋
と
一
昨
年
の
春
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て
き
た
の
で
、
こ
こ

で
は
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
で
医
学
お
よ
び
生
理
学
の
発
達
に
貢
献

し
た
学
者
の
仕
事
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ヘ
ル
マ
ン
・
ベ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
つ
六
六
八
’
一
七
三
八
）
は
ラ

ィ
デ
ン
大
学
の
植
物
学
、
化
学
お
よ
び
医
学
の
教
授
と
し
て
世
界
的

に
も
重
き
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
生
理

学
を
オ
ラ
ン
ダ
に
建
設
し
た
こ
と
は
、
医
学
の
歴
史
に
と
っ
て
も
重

要
と
思
う
。

ヨ
ハ
ン
・
デ
・
ワ
ー
ル
が
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
の
血
液
循
環
（
一
六
二
八
）

に
つ
い
て
動
物
実
験
を
行
な
っ
た
の
は
一
六
四
○
年
で
、
彼
は
イ
ヌ

の
股
動
豚
ま
た
は
動
肺
を
結
紮
し
て
観
察
し
て
い
る
。

リ
ュ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
（
一
六
三
二
’
一
七
二
三
）
が
顕
微
鏡
に

よ
る
研
究
の
開
拓
者
で
あ
る
こ
と
は
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
毛

細
血
管
の
研
究
か
ら
細
胞
を
発
見
し
た
こ
と
は
医
学
の
発
達
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
。

十
九
世
紀
に
な
る
と
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
ン
デ
ル
ス
、
彼
が
眼
科
学

の
発
達
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
検
眼
鏡
の
発

オ
ラ
ン
ダ
の
旅
に
得
た
印
象内

山
孝
一
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明
（
一
八
五
三
）
こ
れ
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
た
ド
ン
デ
ル
ス
の
法

則
な
ど
重
要
な
研
究
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
彼
は
ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
の

病
理
的
解
剖
学
と
生
理
学
の
教
授
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
ド
ン
デ
ル
ス
が
養
成
し
た
学
者
は
多
数
に
あ
り
、
医
学
と
生

物
科
学
の
各
方
面
の
教
授
と
な
っ
て
い
る
。
ド
ン
デ
ル
ス
が
い
か
に

魅
力
あ
る
学
者
で
あ
っ
た
か
は
彼
の
門
下
か
ら
多
彩
な
学
者
を
育
成

し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス

・
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
イ
ヶ
ル
・
フ
ォ
ス
タ
ー
と
似
通
う

も
の
が
あ
る
と
思
う
。

十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
の
初
期
に
な
る
と
ウ
イ
ル
レ
ム
・
エ
ー

ン
ト
ー
フ
ェ
ン
（
一
八
六
○
’
一
九
二
七
）
、
彼
は
ラ
イ
デ
ン
大
学

の
生
理
学
の
教
授
、
弦
電
流
計
の
設
計
と
そ
れ
に
よ
る
人
の
心
電
図

の
記
録
と
そ
の
理
論
は
今
も
な
お
忘
れ
得
な
い
偉
業
で
あ
る
。
彼

は
、
こ
れ
に
よ
り
一
九
二
四
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
け
た
。
ラ
イ
デ
ン

の
自
然
科
学
博
物
館
に
は
彼
が
試
作
し
改
良
し
て
行
っ
た
数
台
の
弦

電
流
計
と
心
電
図
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
感
激
し
た
。
私
ど

も
の
国
際
生
理
科
学
会
議
に
お
い
て
カ
ヅ
ッ
教
授
の
エ
ー
ン
ト
ー
フ

ェ
ン
に
つ
い
て
の
記
念
講
演
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
当
然
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
（
日
大
・
生
理
）

長
い
間
発
行
が
遅
延
し
て
い
た
本
号
を
も
っ
て
、
よ
う
や
く
日
本

医
史
学
雑
誌
も
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
、
・
ハ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
と
も
か
く

も
連
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
号
に
は
第
十
六
回
日
本
医
学
会
総
会
の
時
に
開
か
れ
た
第
六
四

回
の
本
学
会
総
会
の
一
般
発
表
要
旨
を
抄
録
の
か
た
ち
で
収
載
し
、

原
著
二
篇
を
収
め
た
。

要
旨
は
タ
イ
プ
印
刷
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
散
逸
を
お
そ
れ
て
蛇

足
な
が
ら
活
字
に
し
、
学
会
記
録
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
六
四
回
総
会
の
特
別
講
演
の
う
ち
、
阿
知
波
五
郎
博
士
の
「
わ

が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ヨ
ー
ロ
ヅ
・
ハ
医
学
の
影
響
」
は
、
演
者
の
希

望
で
抄
録
を
の
せ
ず
、
改
め
て
書
下
し
た
数
百
枚
の
原
著
が
あ
る
の

で
、
第
二
巻
・
第
二
号
よ
り
連
載
す
る
予
定
で
あ
る
か
ら
何
分
の

御
期
待
を
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
本
号
に
収
め
た
イ
ル
ザ
・
ヴ
ェ
ー
ス
女
史
の
原
稿
は
、
総

会
当
日
特
別
講
演
と
し
て
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
不
慮
の

事
故
に
よ
り
来
日
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
原
著
と
し
て
原
文
の

ま
ま
で
活
字
に
付
し
た
。
何
分
の
ご
諒
承
を
願
い
た
い
。

５
Ｆ
、
〃
や
Ｂ
〃
恥
、
ク
ト
区
ｆ
も
Ｄ
Ｆ
ｂ
ｃ
ｔ
、
グ
リ
凸
上
■

編
集
後
記

、
ロ
申
牛
“
〃
唾
ｈ
辱
〃
●
今
〃
、
ｈ
争
ｊ
ｏ
０
Ｆ
ｂ
〃
‐
①
夕
甦
、
ａ
凸

（
石
原
幹
事
）
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theenvyoftheofficialrepresentativeoftheDutchgovernmentwhofelt

eclipsedbythefameandpopularityofthisGermanphysician. Intrigues
OftheDutChO伍cialssucceeded ingettingSiebOlddischargedfromhis

JapanesedutiesandagainhewasrequestedtoleavethecountrV. After

hisfinalreturntoEurope inl861, hesettledinMunichanddiedthere

fiveyearslaterattheageofseventydeeplymournedandlongremembered

byall thosewhoknewhim. HisJapanesefriendserectedamonumentin

hishonorontheshoreofNagasakiwhichreads inpart: ;fImmortal is

hisnamethroughhisgreatdeedofhavingappreciatedthemostnoble

essenceofourcountryandourpeopleandofhavingmadeitknownto

thenationsofEurope."

ThestoryofPhilippFranzvonSiebold, like thoseofSchambergen,

KaempferandThunberg, revealsthesemenasgreatpersonalitiesrather

thanmerelyadventurousphysicians・ Theywereambassadorsofculture

andgoodwill inthebestsenseoftheword, II1returnfortransmitting

theirmedicalknowledgetoJapantheybroughtbacktoEuropeaglimpse

ofthebeautyofJapan, itsancientcultureandtraditionsbeforeithad

beenaifectedandalteredbyitscontactwiththeWest. Althoughthe

noveltyandstrangeness,whichgivetheirworkssuchparticularHavor,

havelongsincepassed,thesewritingswillalwaysremainimportant land-

marksinthehistoryof interculturalrelations.
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(measles)

6． Ophthalmologists

7. Doctorsofthemouth(alsodentists)

8. Doctorswhotakecareoffractures

9. Acupuncturists

10. Moxadoctors

11.Masseurs

Physiciansoftheupperrankswerepermittedtodresslikenobles; the

personalphysiciansoftheshogunandofthedaimyosdisplayedthecrest

oftheirlordsandwere,likethearistocracy, entitledtocarrytwoswords.

Internistsandgynaecologists shavedtheirentireheads,andSieboldspe-

culatedthatthiswasinemulationoftheBuddhistpriestswho6rstbrought

internalmedicinetoJapan. Thesurgeonsandall otherspecialistskept

theirheadsunshavenandgatheredtheirhairsinabun. Thecustomof

shavingtheheadswasexplainedasarequirementofcleanlillessforthose

physicianswhocameinintimatecontactwiththearistocracy.

LikeallWesternphysicianswhohadprecededhiminJapanSiebold

wroteat lengthaboutthepracticeofmoxaandacupuncture, bothof

whichrepresentedtohimtheessenceoftraditionalOrientalmedicine. On

theotherhand,hewasalsodeeplyimpressedwiththeeagernessofthe

JapanesephysicianstolearnasmuchastheycouldaboutEuropeanprac-

ticesandhegaveendlessdemonstrationsofvariousoperationsandalsoof

vaccinationagainstsmallpox.

SieboldprofoundlygrievedbyhisbanishmentfromJapan,andeventhe

greatrecognitionandhonorsbestoweduponhimbytheDutchgovern-
mentdidnot still hiswishtoreturn. Yet itwasonlyafternearly30

vearsandfollowingtheopeningofJapanthat theorderofbanishment

againstSieboldwasrescinded,andinl859hearrangedoncemoretojoin
theDutchsettlement inNagasaki. Althoughhewas then illhis sixty-

thirdyear, he immediatelyresumedhisstudiesandhismedicalpractice

andwasmuchsoughtafterasaphysician. Hewasevell consultedas

political advisorby thcJapallesegovernmentwhichf()unditdifncult to

copewiththetellsionsthathadarisenamongthevariousforeignpowers
inJapan. ButSiebold'sgrowing!cultural andpolitical influencearoused
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specimens,whichhe laterpresentedtothemuseumofLeyden. With
allhisintenseactivitiesduringhisresidenceinJapan, it isamazingthat

Sieboldfoundthetimetowritetwobooksandtogathermaterialfor

manymore. CompletedinJapanwereinl824De"s""""zzZ"γα"s"
ﾉ"o"cczsZ[zZz'and, later,the"加加g〃"gz"gノ"o"fc"2. Onlytwoyears

afterhisreturntoLeyden,in1832, hepublishedhisFα""〃ノ"o"c",on

whichhehadreceivedtheassistanceof thezoologistsHan, Schlegel,

andTemmink. HisF〃γαj"0"fczz,whichfollowedlater,waswrittenin

collaborationwiththebotanistZuccarini.

Siebold'sobservationsofJapanesemedicinearerecordedinhisdiary.

Theystemfromhislast journeytoYedowhichhemadeinthecompany

ofDutchtradersinl826.Hisdiarynoteswerebasedonmanylongcon-

versationsWithJapanesecolleaguesandreadinpartas follows: l<My

friends, thephysicians-in-ordinaryof theshogun, todaygavemesome

interestinginformationabouttheranksandgradesoftheJapanesedoctors,

theirdistinctionaccordingtotheirspecialties, andaboutmedical condi-

tions ingeneral.'' Accordingly, physiciansweredividedintothosewho

practicedatthecourtoftheshogun,thosewhotookcareofthedaimyos

andthosewhopracticedinthecitiesandtowns, Thephysiciansat the

shogun'scourtwereagainsubdividedintotheinternistswhooccupiedat

highestrankandthesurgeonswhowereofthesecondrank，Amongthe

latterthereweresomewhowerepermittedtoentertheshogun'scham-

bersandpresenceandotherswhowerenotallowedtoproceedbeyond

theanti-chambers. Similarsubdivisionsalsoexistedatthecourts ()f the

daimyoswherethephysiciansoccupiedtherankofcourtofficials. All

physicianswhohadeverbeenadmittedto theshogun'spresencewere

givenaspecialtitlewhichendowedthemwithmanysocialprivileges.

Medicalspecializati()11hadreachedahighdegreeandledtothefollow-

ingcategoriesofdoctors, listedintheirsocialorder:

1. Internists

2. Surgeons

3. Herbspecialists

4． Gynaecologistsandobstetricians
ワヲ

5. Pediatriciansalldthoseespeciallyconcerlledwith!!childrell'spox
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behelpfulinimprovingtheDutch-Japaneserelationswhichhadsuffered

greatlythroughtheNapoleonicwars.

Initially,Sieboldwassuccessfulbeyondallexpectationsinfulfillingthis

mission・ HearrivedinNagasakiaroundl823andremainedthereuntil

l830・ Hisactivities-orratheradventures--duringtheseyearsweremuch

morevariedthanthoseofanyotherforeignerwhohadeverbeenpermit-

tedtoresideinJapanduringtheperiodofnational seclusion.

EversinceCasparSchambergenhadinitiatedthis custom,almost 200

years earlier, thephysiciansattachedtotheDutchsettlementhadac-

companiedtheembassageswhichtwiceayearwerecommandedtoappear

atthecourtoftheshogun. ButnootherphysiciansincethegreatCaspar

hadreceivedpermission toremain inYedo. WhenPhilippFranzvon

Sieboldwaspresentedatcourt, theshogunextendedtohimtheprivilege

oftravellingaboutfreelyandremaininginYedoforlongperiodsinorder

toteachthephysiciansoftheCapital. Sieboldconscientiouslyfulfilledhis

dutiesasaninstructorandgainedtheconiidenceofhisstudentsandwith

theirhelpexploredasmuchoftheforbiddencountryashepossiblycould.

AllarticledevOtedtoSiebold inthe"pα〃Wを2だ【yMi"JofDecember27,

1879reportedthathisstudentsintroducedhimtostatesecretsneverbe-

foreheardbyanynon-Japanese, that lheybroughttohimobjectsofart

andevengavehimtreasuresfromShintoandBuddhisttemples.

ItseemsthatSieboldwasaccustomedtoremuneratethosewhoenriched

hiscollectionsandthatthispracticebroughtabouthisdownfall, 011eof

thecourtiersprocuredforSieboldacopyofthemastermapofthecou,ltrv，

heretoforeinaccessibleeventomostJapanese. Siebold'stokenofgratitude

apparentlydidnotmeettheexpectationsoftheofficial,whoEecomplaints

indirectlyreachedtheshogun. AwareatlastofSiebold'ssecretactivities

theshogunhadhimthr()wnintoprisonandorderedhimtocommitsuicide.

Siebold,decidedlyunwillingtoendhis lifebyhisownhands,remainedin

prisonformorethanayear,duringwhichtimehisfriendsandstudents

wOrkedforhisreleasewhichwas6nallyachievedbutundertheconditio11

ofhispermanentbanishmentfromJapan.

Inspiteofthehaste ()fhisfo1℃eddepartul-eSiebOldwasabletoCarry

awaywithhimmostofhisarttreasuresandhisz()()logicala'ldbotanical
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sofrequentandmassageofthewholebodyseemedespeciallyhelpful.''
Ofspecial interestarcThullber9's ()bservati()1]softhesocialesteemac-

cordedtothevariousclassesofJapanesehealers: !@Thosewhoconcern

themselveswiththetreatmentofinternaldiseasesareconsideredofthe

highestrank. Theydistinguishthemselvesfromtheotherphysiciansby
shavingtheirheadsentirely. Theyneveruseanybut thesimplestre.
mediesandgenerallysomediureticdecoctionorone thatpromotesper-

spiration・ Ofcompoundmedicinestheyknownothingand,althoughthey

couldobtainsuchmedicines intheirowncountry, theyfrequentlybuy

themfromtheChinese. Occasionally,also,thephysiciansfeelthepatients'
pulsewhichisalengthyprocedurefirstononehandand thenonthe

other．．．. Theirknowledgeof feverandotherinternaldiseasemustbe

rathermeagersincetheyhavenoknowledgeofanatomyandphysiology
andareasyetuninformedofthecirculationoftheblood.，，

AmongthediseasesthathehadobservedinJapan,Thunbergalsomen-

tionssyphiliswhich,heasserted,hadbeenintroducedbytheEuropeans.

AstheJapanesetreatmentofthisdiseasesconsistedlargelyofineifectual

herbextracts,hetooktheoccasionofacquaintingthemedicalprofession

withthemercurytreatmentof thisdisease・ Thunbergrespected the

Japanesedoctorsinspiteoftheirlimitedtheoreticalknowledge, because

theiropenmindsand intellectual curiosityappearedtohimsuperiorto
thatofmanyofhisEuropeancolleagues.

WhileKaempfer'sandThunberg'swritingsonJapanwerewidelyread

intheWesternworld,itwasathirdphysician,PhilippFranzvonSiebold

whoattainedthereputationasthescienti6cdiscovererofJapan. Siebold

wasborninWiirzburg,Germany,inl796,theveryyearwhenThunberg's

Vnyag汐”ノ""zwaspublished. Asthedescendantofaprominentfamily

ofphysicians, vonSieboldalsochoseamedicalcareerand,inl820,ob.

tainedhismedicaldectoratefromtheUniversityofWtirzburgwherehis

fatherhadbeenprofessorofmedicineandsurgery・ After twoyears in

generalpractice,youngSiebolddecidedtoobtainamorevariedexperience

andjoinedtheDutchEastlndiaCompanywiththehopeofbeingsentto

Japan. Thiswishwasful611edalmostatonce. TheDutchweregladto

employamanofhisqualificationsandbackgroundassuchapersonmight
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ofthefollowingyear(1776)whenhe joined theDutchembassyon its

mandatoryvisittotheShogun'scourtinYedo. Hisobservationsandthe
materialhecollectedonthisvoyageareembodiedintwoofhisfamous

books, theF/0γα池加""andhisVbytZg忽加ノ”α〃whichwerepublished

inl784andl796respectively. Manyoftheplantsheidenti6edsubsequent-

lybecameapermanentpartoftheJapanesemateriamedica. Sixmonths
afterhisreturnfromhisjourneytoYedoThunbergleftJapan. Hishome-

wardvoyagetoSwedenproceededataleisurelypaceandwasprolonged

bystop-oversillCeylonandSouthAfrica・ Hewasthirty-sixyearsofage
whenhefinallyreachedSwedenafteratotalabsenceofeightyears.

Thunberg'sfurthercareertookafarmorefortunatecoursethanthat

ofKaempfer.WhenthefamousbotanistLinnediedinl784,Thunberg
waschoselltobehissuccessorasProfessorofMedicineandBotanyat

theUniversityofUpsala. Herehespentnearly6ftyhappyandproductive

yearsanddiedinl828,famous,belovedandmournedallover theworld
attheageof85.

HisVDy"な"ノ"""withitssympatheticandpenetratingportrayalof

thecountry,itspeopleandcustomsanditsmedicalpracticeswasthemost

widelvreadofhisbooks・ HecharacterizedthepeopleofJapanwitha

longarrayof favorableadjectives, statingthat theywere intelligent,

cauti()us, free,obedientandpolite, curious, industrious,skillful,thriftyand

sober, friendly,uprightandjust,honestandfaithful. Atthesametime,

healsofoundthemhaughtyandproud,braveandindomitable.

TheextraordinarycleanlinessoftheJapaneseimpressedThunbergdeep-

lvandhenotedthat itfarsurpassedthatofEurope. Inthisconnection

heespeciallyremarkedonthefrequenthotbathstakenbyyoungandold

regardlessofclassorwealth・ Thecustomaryuseofthindisposablepaper

intheplaceofhandkerchiefsstruckhimasanequallyimportanthygienic
achievement. InhisportrayaloftheJapanesemedicalprofessionThunberg

(!Some limit their studies to thatofdistinguishedseveralcategories:

medicineproperand concern themselvesonlywith internal diseases.

Otherspracticesurgeryonly. Andothersagainspecializeinmoxatreat-

mentandacupuncture;andthe6nalgrouponlygivemassage.'' Thelast

namedpracticehedeemedofparticularvalueinJapan｣$wherecoldswere
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fessorhadtakenadeepinterest inyoungThunbergandsuggestedatrip
totheOrientasaninvaluablemeansofelllarginghisknowledgeof the
materiamedicaandtogaingeneralmedical experience・ Burmanparti-

cularlysuggestedavoyagetoJapanbecausenoneof theplantsof that
countryhadeverbeenbroughttoEurope, although it seemedprobable
thattheywouldHourishthere. SincethewealthyburghersofHolland
wereeagertoembellishtheirgardenswithexoticplantstheywereglad
tocontributetheirhelpinarranginganappointmentforThunbergwith
theDutchEastlndiaCompany.

:CHowever,'' he related, @{sincenoothernation thantheDutch is

permittedtosetfootonJapan,'' itwasnecessaryforhimtobecome
completelyHuent intheDutchlanguagebeforeembarkingonthisventure.
ThereisnorecordaswhetherKaempfer,too,hadlearnedtospeakDutch,

but it iswellpossiblethat intheinterveningdecades theJapanesehad
becomeevenmorerigorousintheirinvestigationofthebackgroundofthe

employeesoftheDutchfactoryinDeshima. Atanyrate,Thunberg's
sponsorsarrangedforhimathree-yearintervalintheemployoftheDutch
EastlndiaCompanyinSouthAfricawithnootherfixeddutythanthat

Havingaccom-ofobtainingaHuentcommandoftheDutchlanguage.

plishedthis,ThunbergembarkedforJapanonaDutchshipassurgeon
extraordinarV・ InAugust,1775,hearrivedinNagasakiafterasixmonths'

voyage・ Hereportsthat immediatelyuponsettinganchorthecaptainof
theshiporderedthesailors tosurrender theirbiblesandhymnbooks.
4{Thesewerepackedintoa largeboxwhichwasnailedshut. Thebox
wasthengiventotheJapanesewhokept ituntil thedepartureofthe
shipwhenall thebookswerereturnedtotheirowners. Theintentwas

'' DuringtopreventtheimportationofanyChristianorCatholicbooks...,
thefirstmonths inJapanThunberg,likeKaempfer,practicedandtaught
medicineatDeshima・ Hewasparticularlysuccessful asateacherand

attractedmanyphysicianssomeofwhomevencamefromtheCapitalto

studyunderhim. Thenotestakenduringhislectureswerepublishedby
hisJapanesestudents; theyalsocopiedhissurgical instrumentswhich
surpassedall thosepreviouslyseeninJapan.

Thunberg'sardentwishtotraveltoYedofounditsfulfillmentinMarch
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moxibusti()11 totheWcst,Kaempferfeltthattheuseofbothof these

remedies shouldbedeterminedbvclimaticconditions. He felt that

neithertreatmentwouldhavethesamebeneficialresultwereitemployed

inthecolderclimatesofEurope,whereperspirationwaslessstrong, the

fluidsthicker, theporesnarrower,andthemusclesandmembranestenser.

AfterthisslightdigressionKaempferproceedstodescribethetechnique

oftheoperation.

TheChineseandJapanesephysicianswidelydiffer in their opinions

concerningthepartsofthehumanbody,whichit ispropertoburnwith

theMoxa, inordereither tocure, or toprevent particulardistempers.
Andalthoughsuperstitionandself-conceithaveaveryconsiderableshare
intheirreasonings,yet theyallpleadeithertheirownexperience,orthat

oftheirmaster, forwhat theyassert. If theirdifferentopinionswereto
bebrought together,Ibelieve/hat in･somedistempers therewouldbe
scarceanyonepartofthehumanbodyleft,butwhatsomeofthemwould

singleoutasthemostproDertobeburntwithsuccess・ Thecommon

Peopleseldomrecedefromthecommonplacesandrules, handeddownto

themfromremotest antiquity, and representedfor thebenefit of the

publick, inparticularprintedschemes. Theyarestillmoresuperstitious

aboutchoosingthepropertime,whenparticularpartsofthehumanbody

ought tobeburnt inparticulardiseases: Andheregreatregardishadto
thesituationandtheinfiuenceoftheConstellationsoftheHeavens, forit

isagreedonallhands, that.．.theoperationoughtnottobeperform'don

anillday, andinanillhour,whenaccordingtotheirwayof reasoning,

the lessfavourable inHuenceoftheStarsgivesroomtoapprehendan ill
SuCCeSS－

AfterKaempfer'sdeparture、nearlyacenturyelapsedbeforeanother

great6gureamongEuropeanphysicians arrived inJapan. Carl Peter

ThunbergfromSwedenwas,likehis famouspredecessor,intheemploy

oftheDutchEastlndiaCompany. Neverbesetbyeconomicdifficulties

likeKaempfer,hisyouthhadbeenhappyandsecure，Heobtainedhis

medicaldegreefromtheUniversityofUpsala in l770, andwas sub-

sequelltlyawardedagovernmentgrantforthreeyears' travel toengage

inforeignpostgraduate study inthe fieldsofmedicine, surgeryand

naturalhistory・ Oneof theseyearshe spent inParisobservingthe

methodsoftheFrenchhospitals, theH6telDieu, theChariteandthe

Bicetre, andhethenwent toHollandtoobtainadviceforhisfurther

studiesfromtheDutchbotanist, JohannesBLIrman. This eminentpro-

－9－



itsapplicationandthen themethodof thepreparationof theco

Moxaisthesoftdowncollectedfromthedriedleavesof theArten

vulgaris, Theplantmustbeyoullgalld tenderandshouldbepi(

earlyinthemorningandonlyoncertaindayswhicharedetermined

theastrologers.

TheburningoftheMoxahathnothingintheleasttoterrifythepeople,
andtodeterthemfromgoingthroughtheoperation... Thepainisnot
veryconsiderableandfallsfarshortofthatwhichisoccasion'dbvother

Causticks,oractualCauteries. Ihavebeenmany times theveryboys
sufferthemselvestobeburnt inseveralpartsoftheirbody・withoutshow-

ingtheleastsenseofpain:Fortheyburnindifferently,andwithoutregard,
oldandyoung, richandpoor,maleandfemale:onlywomenbigwithchild
arespared,iftheyhavenotbeenburnt before. The intent ofburning

withMoxaiseithertopreventortocurediseases. But it ismoreparti-
cularlyrecommendedbytheir physicians asapreventivemedicine, for
whichreasontheyadvisethehealthy,morethansickpeople,tomakeuse

of it. Thispracticeoftheirstheygrounduponthe followingprinciple,
thatbytheverysamevirtue,wherebyitdispellsandcurespresentdis.

tempers, itmustofnecessitydestroytheseedsofthosetocome, andby
thismganspreventthem. Henceit is, that intheseextremitiesof the

East,allpersonswhohaveanyregardfortheirhealth, cause themselves

tobeburntonceeverysixmonths. This customis so thoroughlyand

religiouslyobservedinJapan, thateventhoseunhappypersons, whoare

condemn'dtoperpetual imprisonment,arenotdeprivedofthisbene6t,but

aretakenoutoftheirdungeonsonceinsixmonths, inordertobeburnt

withtheMoxa. TheburningwiththeMoxa,bywayofprevention, re-
quiresbutafewcents (cones),andthoseverysmallones,but if itbe

intendedtocureadistemper,theremustbemore, andlarger,particularly

ifthecauseofthedistemper liesdeep, andisconsequentlysomuch the
moredifEculttoberemoved.

IfyouaskeithertheChineseorJapanese,inwhat distempers it be

propertoburnwiththeMoxa,theyreturnthefollowinganswer,That it

isproperinall thosedistempers,whereanoccultvapour, andwhichlies,

as itwere,imprison'dwithinthebody, occaSionsadissolutionof their

solids, andasenseofpain,andhinderstheaffectedpart fromdulyper-

formingitsfunctions... EventheDutchinthe lndieshave latelyex-

perienced,whatagoodeffectmaybeexpectedfromburningwith the

Moxa inarthritick, gouty, andrheumatickdistempers・ ThisCaustick

breakstheforcesof the salineand tartarousparticles,which the too

plentifuluseofRhenishwines leaves intheblood, andwhichbeing6x'd

about thejoints,andparticularlyirritatingthatsensiblemembrane,which

encompassesthebones,arethecauseofgoutyparoxysms.

Yet,incontrasttoDr. tenRhynewhohadintroducedacupuncturea

thepreparationof theco

a

nes.

driedleavesof theArtemisia

tenderandshouldbepicked

dayswhicharedeterminedby

nd
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consequences･ thatparticularlyinmenitwilIoccasionaswellingineither
ofthetesticles,whichoftensuppuratesandturnstoanabscess,.inwomen

tuberculaorpustules intheそmusandonthepudenda,commonlyattended
withthefallingof thehair. Itmustbeobserv'dhowever, that both

tumorsofthetesticles．．、andthesaidpustulesintheprivities are like.

wiseendemialdistempersoftheCountry,

Forthesediseascs,Kaempfergoesontosay, theJapanese employ

acupunctureandmoxibustion. Bothoperations,hepointsout, shocking

astheirnamesmaysoundtotheWesternreader, are inrealitytender

comparedtosomemethodsoftreatmentthenpracticedinEurope.

Theuseandapplicationofboth these remediesareathingof such

consequence, that theveryknowledgeoftheparts,whichare themost

propereithertobeburntwiththeMoxa,ortobeprick'dwiththeneedles,
istheobjectofapeculiarart,themasters ofwhicharecalledTensasi,

whichisasmuchastosay,touchersorsearchel･s of theparts, because

themainbusinessliesinthechoiseofthepart,onwhicheitherof these

operationsistobeperformed_..Inowmakehastetogiveadescription
oftheseneedles. Itwouldbescarcepossibletothrustaverythickneedle

intothebodywithout somedangerousconsequence orotherﾗ For this

reason,theneedles,wherebythisoperationis tobeperformed,must be

exceedinglysmall,madeofeithergoldorsilversopureandfineas it is

possibletogetthem... Itisaparticularart to temper these needles,
andtobringthemtoacertaindegreeofhardness, requisitetomakethem

fitforthisoperation,whichart, although itbeknownbut tovery few

persons, yeteventhosewhoknowit, arenot allowed tomake them
withoutaparticularlicensegrantedunderthelmperial seal.

Buttocometotheoperationitself,thesame isperformed after the

followingmanner・ Thesurgeontakestheneedlenearitspoint inhis left
hand,betweenthetipofthemiddlefinger, andthenailoftheforefinger,

supportedbythethumbandsoholds it towardthepartwhich is tobe
pricked,andwhichmustbefirst carefullyexamined,whether it benot
perhapsanerve,thenwiththehammerinhisrighthand, hegives it a
knock, ortwo, just tothrust itthroughthehardishresistentoutwardskin.

Thisdone,helaysthehammeraside, andtakingthehandieoftheneedle
betweentheextremitiesoftheforefingerandthumb,hetwists it till the

pointrunsintothebodytothatdepth, which the rules of art require,
beingcommonlyhalfaninch,sometimes, butseldom, aninchorupwards,
inshort, till itruns intotheplace,wherethecauseofthepainanddis-

temper issupposedtobehid,wherehoholds it till thepatient hath
breathedonceortwice,andthendrawingitout, compressesthepartwith

the6nger,bythismeans, as itwere, tosqueezeoutthevapourandspirit.

InhischapteronmoxibustionKaempferfirst describes thehistoryof
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becameagreat ]iterarysuccess;itwastranslatedintomanylanguages

andwas themainsourceof informatio11011Japanthroughoutthel8th

century. Ofspecial interesttohisEuropeanreaderswereKaempfer's

extensivemedicalobservations. Thefollowingexcerptsfromhisdescrip-

tionofanunusualgastro-intestinaldiseaseandhisaccountsofacupuncture

andmoxibustionwillconveytheHavorofhiswritings

OfthecureoftheCOLICKbytheACUPUNCTURE

orNEEDLE-PRICKING, as it isuSedbytheJapaneSe

ThatparticularkindofColickwhichtheJapanesecall Senki, is an

endemialdistemperofthispopulousEmpire, andwithalsocommon, that
thereisscarceoneintengrownpersons,whohathnot some timeor

othbrfeltitsattacks.Foreignersarenolesssubjecttoit, than thena-

tives,whenoncetheyarecometotastetheliquorsoftheCountry. This
wefoundtobetruebyourownsadexperience,whenuponourarrival in

theCountryweendeavour'd, as isusual amongst sea-faringpeople, to
washawaythememoryof thedangers,wehadbeenexposedtoinour
tediousanddifficultpassage,byaplentifuluseof thecoldbeer of this
Country, call'dSakki. ．｡ ThenameofSenki isnot given indifferently

toallBellyachs,butonlytothatparticular sort,whichbesidesamost

acutepainintheguts, occasionsat thesame timeconvulsions inthe
groins. Forsuchisthenatureandtheviolenceof thisdistemper, that
all themembranesandmusclesof theabdomenareconvulsedbyit. As

tothecauseofit,andofcolicks ingeneral, thenativesareoftheopinion,

that itisnotallamorbificmatter lodgedinthecavityoftheguts,which

theysay,wouldoccasionbutaveryslightpain, butthattheseatof it is

inthemembranoussubstanceofsomeotherpartoftheabdomen, as for

instanceofthemuscles,theperitonaeum,theomentum,themesentery,or

theguts,andthatbystagnatingthereit turns intoavapour, or rather

intoaverysharpsowerspirit,astheyexpressthemselveS,whichdistends,
cutsandcorrodesthemembrancewhereinit islodged.

Uponthesametheoryisgroundedtheirmethodof cure; whenever

thisspirit is letoutofthenarrowprisonithathbeencon6nedto, andset

at liberty, thatverymoment,theysay, thepainwhich ithathoccasioned
bydistendingthosesensiblepartswhereinitlay,must cease... Some

veryparticularsymptomsofthisendemial distemper of Japanare, that
mimickingthehystericaffection, itoftenputs thepatient under anap-

prehensionofbeingsuifocated, thewholeregionfromthegroinsuptothe
falseribs, andhigher,beingstronglyconvulsed, that after it has for a

longtimemiserablytormentedthepatient, itwill end intumoul-s and

swellingsarisinginseveralpartsofthebody,andattendedwithdangerous
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thecountry, theBuddhist andShintoist services lleattendedand the

templeshevisitedduringhisstay. HealsotellsoftheP()rtuguesein-

fluellceinJapan,theirmissionaryactivitiesandthesubsequentproscrip-

tiollofChristianity,andfinallyofthecommercial interestsoftheDutch

inJapan.

KaempferwasprivilegedtoaccompanytheDutchtradersontwoof

theirjourneysfromNagasaki totheShogun'scourtatYedo. Thewealth

of informationgainedbyhimisall themoreremarkableinviewofthe

strictsupervisionwhichwasimposeduponeverymoveofthetravellers.

Thehighlightofeachofthesetripswasthereceptionat court. Here

theforeignerswereorderedtodance, sing, converseandengageinother

performancesbeforetheShogunso thathecouldstudyEuropeanbe-
●

haViour・ ThroughouttheentireaudiencetheShogunandhisretinuesat

behindabamboocurtainandremainedinvisible tohisvisitors; buthe

wasabletoobservethemclearly. Kaempferconcludedhisreportwitha

"HistoryofJapaneseTea''inwhichhedescribedtheplant, its cultiva.

tion,anditsceremonialuse.

InOctoberl692,Kaempfer'semploymentwith theDutchfactoryon

Deshimacametoanend,andayeal- laterhearrivedinHollandafteran

absenceof tenyears. While inHollandhewrotehisbookontropical

diseasesandsubsequentlyreturnedt()hishometown,Lemg()inGermany,

whereheengagedinthepracticeofmedicilleandbecame thepersonal

physicianof the local ruler. Overwhelmingofhispracticeand the

adversitiesofhispersonal lifeshatteredhishopesto6ndenough leisure

toarrangehismanywritingsforpublication. Theunhappinessofhis

finalyearswereananti-climaxtohisexcitingcareer・ Abachelorthrough-

outmostofhis lifehemarried,attheageof fifty, thesixteen-year-old

daughterofawealthymerchant. Hisincongruousmarl-iagewasdoomed

tofail. The relationshipbecame sounhappythat eventuallyhedis-

inheritedhiswifeandbegandivorceproceedings, Hedied inLemgo in

1716attheageof65.Fortunately,hiswritingscameintothepossession

ofSirHansSIoane,PresidentoftheRoyalCol]egeofPhysiciansandthe

RoyalSocietyofEngland,whosoonthereafterarrangedforthepublica-

ti()nofKaemper'smagnificentHZs〃〃げんPα". Thisbookat onCe
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anumberofmodernlauguages,hismusicalandartistictalentshefailed

tosecureafittingpositioninGermanywhich-more thanthreedecades

aftertheconclusionoftheWestphalianPeaceTreaty--still suffered the

economicafter-effectsoftheThirty-Year-War･ Kaempferthereforewent

toSweden,attractedbythefameoftwomen: thephysicianandnaturalist

OlafRudbeckandthepoliticalscientistSamuelPufendorfattheUniversity

ofLund・ WithPufendorf'shelpKaempferobtainedapositionassecretary

andphysicianwithadelegationthatwassenttoPersiabyKarlXI of

Swedenforthepurposeofpoliticalandcommercialnegotiations.

Kaempfer'sjourneyfromSwedentoPersia tookoneyearandwas

followedbyatwo-yearsojournattheroyalcourtofPersia. Hisaccount

ofthisvoyageremainsaclassicinworldtravel literature. His interest

inexoticlandswasnowthoroughlyaroused・ AftertheSwedishdelega-

tionhadcompleteditsmissionhedecidedtotakeserviceaschiefsurgeon

withtheDutchEastlndiaCompanywhosefieethappenedtobeanchored

inthePersiallGulf. Hisinitialdutiestookhimtothearidheatof the

MiddleEastwhereheenduredthreeyearsofhardwork, personal un-

happinessandillness. Yetevenhisbrillial]tmmddidnot rest・ Hepro-

ducedtwonotablemonographsoll thedatepalmalldthetherapeuticuse

ofasafoetida. 1n1689,hefinallyobtainedhistransfertotheDutchEast

IndiesandthererecordedhisastuteobservationsontheHoraalld fauna

oftheislands・ ThesewereincorporatedinavolumeentitledA"zog""αs

whichalsocontains several important andnovelmedical observatiol]s

especiallyontheMadura-foot, elephalltiasisand thenarcoticdrugsof

Asia.WhilehewasinJavahegatheredwhateverinformationhecould

onthe"IslandofJapon''andconceived the fefvent desire tobesent

theresoastogainapersonal impressioll of this secretandforbidden

country. Hisefforts611allysucceeded;hewasappointedphysiciantothe

Dutchtradesettlement inDeshimaandreachedJapanillSeptemberl690.

Kaempfer'smagnificentwritingsonJapanimpressoneasthefruitsof

alifetime'sstudyratherthanastheresultofasojournofonlytwoyears.

Hisobservationsarenotconfinedtothemedicinesandmedicalpractices,

theyals() encompass thege()graphyandgeology, tl1efioraal1dfaunaof

theJapaneseislands・ Hisdescriptionsfurtherextelldto thereligio110f
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whichlaterbecametherule...alsothephysicianCasparSchambergenhas

anamewhichsuggestsaGerman; someweeksbefore thecourt journey

fouryoungJapanesewerebroughttoDeshimaandwerehereduly inst-

ructedbyhiminsurgery.

Theestablishment inJapanofthe"CasparSchoolofSurgery(Caゆ”‐

R)ﾉ"G"") atteststotheimpactofSchambergen's teachingonJapanese

medicine. WhilehiswritingsonJapanarelost, it islargelyowingtohis

success.atcoul-t that fr()mthenonphysicianswerepermitted toac-

companythedelegationsofthetradesettlement. Amongthemonlyone

Dutchman,WilliamtenRhyneisnoteworthy,notsomuchforhiscontri-

butionstotheJapanesepracticeofEuropeanmedicine,butratherbecause

uponhisreturntoHollandhetriedtotransplantJapanesemedicalmethods

intoEurope・ Deeplyimpressedbyacupunctureandmoxibustion, he in-

troducedthesetreatmentstotheWesternworldandespeciallytoFrance,

wheretheyhadashortvogue・ Theycontinuedtobepracticedsporadi-

callyuntil intheearlynineteenthcellturytheywerebrought to the

UnitedStates,wheretheydidnotmeetwithanenthusiasticreception.

ThecurrentrevivalofacupunctureinEuropestemsfromamorerecent

impetus.

InJapall,however, thechangesandinnovationsintroducedbyEuropean

medicineweresogradual thattheyneverentirelydisplaced theancient

beliefintraditi()nalmedicineand,particularly, theeffectivenessof acu-

puncturealldmoxibustion． "l､hiswasrelatedingreatdetailbyEngelbert

Kaempfer, abrilliantGermanphysicianwhoservedwiththcDutchEast

IndiaCompanyinJapanfroml690-1692.

IncontrasttothatofSchambergen,muchiskllownaboutKaempfer's

personal life・ Hewasbornthesoll ofaprotestant pastor inLemgo,

Germany,inl651 (twoyearsafterScambergenwassaidtohavetraveled

totheShogun'scourt inYedo). Hisfirstscholarlypaper"DeMtZjesﾒα"s

""s""e'' hewroteuponhisgraduationfromtheGymnasiumandspent

thenexttwoyearstravelingandstudyingphilosophyandtheology, he

concludedhisacademiceducationinKoenigsbergwhere,at theageof

thirty,heobtainedhisdoctorates inmedicineand thenatural sciences.

Inspiteofhissupcrbfo1-mal training,hiskl1owledge()ftheclassicalalld
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atdifferenttimesbetweell 1640and 1840, tookemployment inJapan,

largelyasameansofexploringthecountryandstudyingitscustomsand

people. Althoughtheywere identifiedwithHolland through its trade

settlement, it isacurious accident thatnoneof themwasofDutch

nationality・ ThreewereGermansandonewasaSwede,andallofthem

wereexceptionallylearnedand imaginative. Thenamesof these four

menareCasparSchambergen,EngelbertKaempfer,CarlPeterThunberg

andPhilippFranzvonSiebold.

InJapantheyare rememberedas excellentphysiciansandmedical

teachers; intheWesternworld,however,theyarefamousfortheirsuperb

anddetailedreportsofJapan, its customs, its fIoraandfaunaand its

medicine. Indeed,duringtheentireperiodofJapaneseisolationtheywere

theonlvolleswhocarriedhomeanyinformationfromthisdistallt and

forbiddenpartoftheworld. Theirwritings, therefore,wereavidlyread.

Astuteobserversaswell asgreat admirersof Japan, theysought to

comprehendall thatwasnewandstrangetothem,andwereconvinced

thatmanyoftheirobservationsmightbeinstructiveandevenofbene6t

totheWest.

Verylittleisknown()ftheearlylifeofCasparSchambergenbeyond

thefactthathearrivedinJapanonaDutchshipsometimearoundthe

yearl644.SomeJapanesesourcesreportthatheandothermembersof

theDutchtradingpost inDeshimaweresentonanexpedition toYedo,

whereSchambergenremainedandgavemedicalinstructiontothephysicians

ofthecourtandthecapital; accordingtoother sources, Schambergen

arrivedinYedoilll648,andtheretaughtEuropeanmedicalpractices,not

tothephysiciansofthecourtbuttoJapaneseinterpreters・ OskarNachod

inhisBezie〃〃"摩郷咋γ jWe""I""dおc""Os〃"aZsche"Kb"z"""Zez"

〃Pα邦"zSie6ze〃"Ze〃ん"γ〃""deγZ (Leipzig, 1897), tellsofSchambergen's

appearallceupontheJapanesesceneinthefollowingmanner:

OnthetenthofNovember (1649) thepermit fortheEmbasSyarrived

fromYedoandon the25thofNovemberFrisius left accompaniedby

BrockhorstwithastatelyretinueofDucthand Japaneseamongstwhich

therewerethl･ee interpretersof theDutchfactory. Inthetrainwerealso

pel-sonsof importancerequestedbytheShogun.. ．.AIsoweheardforthe
first timethataphysicianwouldmakethecourt journey,anarrangement
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EuropeanlmpressionofJapaneseMedicine

duringtheTokugawaPeriod*

IIzaVeith,Ph.D.**

AssociateProfessorof theHistoryofMedicine,

TheUniversityofChicago

Theearly introductionofWesternmedicine intoJapanduringthe

centuriesofnational isolation (theTokugawaperiod) isafamiliarstory.

ThepioneerJapanesephysicianswhowereinvoIvedin thisachievement

arewell-knowninJapanesemedicalhistory・ Ofequal importance,although

muchlessfrequentlyrecogllized,istheroleof theWesternphysicians

whonotonlybroughtEuropeanmedicineto theEast but, inturn, ac-

quaintedEuropewiththetotallystl･angeworldof Japall. Amongthe

Japanese,men likeSugitaGempaku,MayelloRy6taku,KagawaGenteki

andKatakuraKakuryOarejustlyfamous,110tonlyfor theirenterprise,

butalsoforthesheercouragewhichwasrequiredtodefythetraditional

andofficialoppositiontonewandforeignideas. "1､heOccidentalphysicians

ontheirpartdisplayedsimilar initiative. Toadegree, theyalsofaced

comparablehazards, for in their efforts toacquaint themselveswith

Japanesethoughttheyhadtoovercomemanyrestrictionsandhalldicaps

imposedbytheTokugawaShogunsupontheforeignvisitors.

Intheperiodfromtheearlyl7thcenturyuntiltheopeningofJapan,

thereweremanyEuropeanphysicianswhoservedwiththetradesettle-

mentoftheEastlndiaCompanyontheislandofDeshimaandparticipated

intheworkofthe"DutchSchool ofMedicine" (Oγα"fffzRy"Ge"").

Butthissmallmedicaloutpostowedmostofits fametofourmenwhO,

*Thiswastobereadat theAssemblyof theSocietyofMedicalHistoryofJapan

atthel6thGeneralAssemblyoftheJapanMedicalCongress,1963.

**Supportedbyaresearchgrant fromtheUnitedStatesPublic llealthService,

National InstitutesofMentalHealth,Bethesda,Maryland.
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漢法処方の近代化

常用漢方処方のエキス化(錠･散)に成功／

古方・後世方の漢方処方で，現在，医家の常用

されるものは，ほとんど製造発売しています。

小太郎漢方エキス剤は

■従来，煎剤として投与していた漢方処方を，当社研究所にて真空技術

による製剤化を開発し，脱水乾燥して粉末および錠剤としたものです。

■配合生薬をオートクレーブにより抽出し，含有成分のすべてと揮発し

やすい精油成分を完全回収し，真空減圧乾燥法を行なったものです。

■原料生薬の品質管理および製造工程管理は，当社研究所のスタッフに

より厳重になされております｡

■漢方エキス剤は一般薬品と同様に，そのまま分包し，投与することが

できます。

■漢方エキス剤の有効成分は，常に一定に保たれております。

従来，漢方薬をご使用なき医家も，簡単に安心してご使用願えます。
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常用量1 1I'| 3～6ク．ラム 1日3回

医家向薬価 1日分約12円～15円

呈文献・リスト

小太郎漢方製薬株式会社

本社・大阪市東区道修町2TEL(203)0084
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